
幕
末
に
お
け
る
御
前
会
議
と
「
有
司
」

1
日
本
絶
対
主
義
形
成
の
特
質
に
つ
い
て
一

井

上

勝

生

幕末における御前会議と「有司」　（井上）

納

【
要
約
】
　
幕
末
の
長
州
藩
を
素
材
と
し
て
、
藩
黙
諾
の
絶
対
主
義
化
の
前
進
を
検
証
し
、
絶
対
主
義
化
の
要
と
な
っ
た
権
力
機
構
、
推
進
者
、
そ
し
て
権

力
闘
争
の
展
開
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
形
成
過
程
の
日
本
絶
対
主
義
と
幕
藩
体
制
の
連
続
の
問
題
、
お
よ
び
絶
対
主
義
の
日
本
的
特
質
の
一
端

が
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。

　
長
州
藩
の
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
は
、
安
政
五
年
の
藩
政
改
革
か
ら
始
ま
る
。
要
と
な
っ
た
権
力
機
構
は
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
御
前
会
議
で
あ
る
。

こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
御
前
会
議
は
、
「
規
格
（
掟
）
」
と
さ
れ
、
拡
大
強
化
さ
れ
た
。
御
前
会
議
で
藩
主
と
政
府
員
が
決
定
し
た
政
策
は
、
藩
主
の
親
政

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
藩
主
の
上
意
で
あ
る
と
し
て
、
藩
士
に
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
保
守
的
家
臣
団
の
反
対
が
強
か
っ

た
洋
式
軍
制
改
革
が
強
行
さ
れ
る
。

　
や
が
て
御
前
会
議
は
、
藩
士
大
衆
の
意
向
を
無
視
し
て
、
独
自
に
政
策
を
決
定
し
、
こ
れ
を
藩
士
に
強
制
す
る
機
構
と
な
る
。
そ
れ
を
証
明
す
る
事
例

の
ひ
と
つ
が
、
文
久
二
年
、
政
府
員
内
部
の
反
対
を
す
ら
も
押
し
切
っ
て
、
尊
王
撲
夷
の
藩
是
を
決
定
し
た
御
前
会
議
で
あ
る
。
当
然
、
藩
士
か
ら
の
、

こ
の
藩
是
に
た
い
す
る
反
抗
は
強
く
、
政
府
は
、
苦
境
に
陥
る
。
周
布
政
之
助
、
木
戸
孝
允
、
高
杉
晋
作
は
、
こ
の
反
抗
を
抑
圧
す
る
た
め
に
、
文
久
三

年
、
藩
政
改
革
を
行
い
、
江
戸
と
萩
に
分
か
れ
て
い
た
藩
政
府
を
一
元
化
す
る
な
ど
の
、
藩
制
の
基
本
に
か
か
わ
る
改
革
を
行
っ
た
。
権
力
機
構
の
集
中

化
で
あ
り
、
御
前
会
議
も
、
日
常
的
に
藩
主
が
臨
席
す
る
政
事
堂
へ
と
発
展
す
る
。

　
こ
の
権
力
集
中
を
推
進
し
た
の
は
、
す
で
に
藩
政
の
実
権
を
握
り
、
天
保
期
か
ら
「
義
定
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
右
筆
（
の
ち
政
務
座
役
）
を
始
め
と

す
る
実
務
役
入
で
あ
る
。
　
「
有
司
」
の
系
譜
の
ひ
と
つ
は
、
天
保
改
革
の
指
導
者
、
村
田
清
風
に
始
ま
り
、
周
布
、
木
戸
へ
と
続
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、

い
ず
れ
も
要
職
の
右
筆
か
ら
昇
進
し
、
御
前
会
議
の
主
導
権
を
握
り
、
藩
の
絶
対
主
義
化
を
推
進
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
は
、
実
体
と
し
て
は
、
　
「
有
司
」
の
専
制
、
形
式
と
し
て
は
、
藩
主
の
親
政
と
い
う
独
特
の
複
合
し
た
構
造
を

持
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
を
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
と
呼
ぶ
。
文
久
期
ま
で
は
、
藩
主
の
親
政
と
い
う
形
式
が
前
業
に
出
て
、
　
「
有
司
」
の
専
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制
は
、
背
景
に
あ
っ
た
。

に
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、

長
州
藩
の
「
有
司
し
は
、

し
か
し
、
反
政
府
派
の
反
抗
に
よ
っ
て
、
藩
主
の
弱
体
が
開
ら
か
に
な
り
、
慶
応
期
に
は
、
　
「
有
司
」
の
専
制
の
実
体
が
前
面

親
政
と
い
う
形
式
の
希
薄
化
で
あ
り
、
こ
の
形
式
か
ら
出
発
し
た
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
の
崩
壊
は
、
避
け
難
い
の
で
あ
る
。

臼
本
の
有
司
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
六
巻
五
号
　
一
九
八
三
年
九
月

2　（600）

は
　
じ
　
め
　
に

　
絶
対
主
義
は
、
封
建
制
の
最
後
の
段
階
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
封
建
制
を
改
革
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
終
了
さ
せ
た
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
絶
対
主
義
国
家
は
、
前
段
階
の
封
建
国
家
と
断
絶
し
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
継
承
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
幕
宋
の
長
州
藩
を
素
材
と
し
て
、
こ
の
断
絶
と
継
承
の
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
見
通
し
と
し
て
、
長
州
藩
の

藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
が
、
安
政
期
の
藩
政
改
革
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
見
解
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
藩
の
支
配
機
講
の
い
か
な
る

部
分
が
絶
対
主
義
化
の
核
心
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
封
建
制
か
ら
絶
対
主
義
へ
の
移
行
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
た
い
と
思
う
。

第
一
章
御
前
会
議

第
一
節
安
政
五
年
の
藩
政
改
革

　
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
日
米
通
商
条
約
不
許
容
の
勅
筆
（
三
月
）
、
井
伊
直
弼
大
老
職
就
任
（
四
月
）
と
い
う
幕
末
の
重
大
な
情
勢
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

長
州
藩
の
藩
地
の
政
府
は
、
　
「
星
斗
三
大
綱
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
方
針
を
提
起
し
、
や
が
て
こ
れ
を
藩
是
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
　
「
糞
蝿

三
大
綱
」
は
、
　
「
天
朝
へ
の
御
忠
節
、
幕
府
へ
の
御
信
義
、
且
は
洞
春
公
（
毛
利
元
暦
、
引
用
史
料
カ
ッ
コ
内
注
記
は
井
上
、
以
下
も
同
じ
）
以
来
子

鼠
忠
志
を
被
上
野
、
御
孝
道
に
も
相
協
可
申
」
と
、
朝
廷
、
幕
府
、
藩
を
並
列
さ
せ
る
公
武
合
体
の
路
線
で
あ
り
、
当
時
、
朝
廷
と
幕
府
の
関
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係
が
緊
迫
し
た
時
期
に
、
　
「
天
朝
へ
の
御
忠
節
」
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、
　
「
数
ヶ
所
開
港
、
夷

人
雑
居
」
で
は
「
御
国
体
も
不
相
立
」
と
述
べ
、
　
「
叡
慮
の
通
、
墨
夷
（
ア
メ
リ
カ
）
御
拒
絶
」
を
幕
府
に
求
め
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
幕
政
に

た
い
す
る
明
快
な
批
判
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
「
藩
是
三
大
綱
」
の
提
起
は
、
長
州
藩
内
に
お
け
る
政
争
の
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
。
　
「
藩
是
三
大
綱
」
を
提
起
し
た
の

は
、
前
述
の
よ
う
に
藩
地
（
萩
）
の
政
府
で
あ
る
。
長
州
藩
で
は
、
藩
地
の
政
府
（
蕃
地
政
府
）
を
国
労
府
、
江
戸
藩
邸
の
政
府
（
江
戸
政
府
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

行
相
府
と
通
称
し
、
も
と
も
と
「
毛
利
氏
の
調
、
国
稲
垣
（
望
地
政
府
）
は
行
稲
府
（
江
戸
政
府
）
を
超
て
外
政
の
表
面
に
立
つ
能
は
ざ
る
」
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
ょ
く

あ
り
、
藩
地
政
府
は
、
こ
の
時
、
か
か
る
慣
例
を
破
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寒
地
政
府
の
い
わ
ゆ
る
国
家
老
は
当
職
と
呼
ば
れ
、
江
戸
政
府
の

　
　
　
と
う
や
く

そ
れ
は
当
役
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
職
、
当
役
は
、
永
代
家
老
と
も
別
称
さ
れ
、
八
家
あ
る
一
門
と
、
こ
れ
に
次
ぐ
家
格
の
上
級
家
臣
団
、
六

　
　
　
　
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
え

○
数
家
の
寄
組
か
ら
選
任
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
当
時
、
当
職
は
益
田
弾
正
（
永
代
家
老
出
身
、
禄
高
一
万
二
〇
六
二
石
余
）
、
当
役
は
浦
靱
負
（
寄
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

出
身
、
禄
高
三
四
〇
一
石
余
）
が
当
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
ふ

　
藩
地
政
府
に
は
、
指
導
的
人
物
、
周
布
政
之
助
と
内
藤
万
理
助
が
居
り
、
江
芦
政
府
に
は
、
坪
井
九
右
衛
門
と
、
こ
れ
に
連
な
る
内
藤
兵
衛
、

三
宅
忠
蔵
が
任
じ
て
い
た
。
前
者
は
、
長
州
藩
天
保
改
革
の
推
進
者
で
安
政
二
年
に
没
し
た
村
田
清
風
の
人
脈
を
継
い
で
周
布
派
を
形
成
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
く
な
し

お
り
、
一
方
村
田
の
政
敵
、
坪
井
は
坪
井
派
を
形
成
し
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
坪
井
切
腹
後
、
椋
梨
藤
太
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
村
田
・

周
布
派
と
坪
井
・
椋
梨
派
は
、
天
保
改
革
の
後
、
安
政
五
年
当
時
ま
で
交
互
に
藩
政
を
担
当
し
て
い
た
。

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
年
、
藩
地
政
府
は
、
正
月
二
十
五
日
と
三
月
十
一
日
の
二
度
、
江
戸
政
府
に
書
翰
を
送
り
、
　
「
不
尋
常
時
勢
」
（
正
月
二
十

五
目
）
、
「
本
邦
之
時
運
、
自
生
一
変
」
（
三
月
十
一
日
）
と
述
べ
、
「
御
自
国
御
持
堅
之
御
政
道
し
（
正
月
二
十
五
日
）
を
主
張
し
、
江
戸
政
府
の
対
応

　
　
　
　
　
④

を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
五
月
十
五
日
、
藩
地
政
府
は
会
議
の
上
、
前
述
の
よ
う
に
明
快
な
幕
政
批
判
で
あ
る
「
藩
丁
合
大
綱
」
を
決
定
し
、

外
政
に
か
ん
す
る
慣
行
を
破
っ
て
、
中
心
人
物
、
周
布
政
之
助
を
江
戸
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
藩
主
が
帰
藩
し
た
六
月
下
旬
、
周
布
派
は
実

権
を
奪
取
し
、
坪
井
以
下
の
江
戸
政
府
員
を
罷
免
さ
せ
た
。
新
た
な
政
府
員
の
構
成
は
、
後
掲
の
蚕
豆
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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裏1改革綱領の作成過程

田副事臨場朗　参　力・　者　記　壽・

1　7月21日 （御前会議） 御対面之問

内藤万里助・周布政之助・前田孫

E衛門・益田弾正・外字負

地江戸諸役人申合

ﾂ付，敦も気付筋

c論
217月24日i（御前会議）1御座之閥1当役中　　　　　　　　　　　　i按之廉被聞召上

3 7月25日 会　　　議 大書院
当役中・無二直衛・清水図書・内

｡・周布・石津貸蔵・兼重譲蔵・

O田・渡辺伊兵衛・工藤半右衛門

4 7月26日 （御前会議） 御粘薗之間 当役中他全員
昨日会議之趣被聞

｢上

5 7月28日 御前会議

当役中・内藤・周布・石津・兼重

E前田・福原荒助・内藤吉兵衛・

ｼ原太郎右衛門・村岡伊右衛門・

ｪ潮藤兵衛・宍戸九郎兵衛・渡辺

E工藤

1・月・・一・日，滑蔽により晒・ず

6 8月11日 （御前会議） 当役中・手子中

銘々気付謝提出

¥定のところ，

�oは延期

i 178月1・・（御前鎌）　　i　　　　　　｝鮒罷上

8 8月24日 （御前会議） 御対面之間 当役中・手子中

気付筋差上候内，

v召二相叶二二手

又V分，今日会議

催｝考　1）　　「浦臼言己」に拠る。

　　2）事項と記事のカヅコ内は井上。他は原文のまま。

　　3）　7月2膿の記事から分かるように，7月25日の会議には，藩主は臨席しなかったと思
　　　われる。したがって，これは御前会議ではない。

　
田
中
彰
弐
は
、
村
田
、
周
布
派
と
坪

井
・
椋
梨
派
の
二
つ
の
派
閥
は
、
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ぐ
み
　
　
　
ほ
っ
く
み

に
家
臣
団
の
中
核
、
大
組
一
八
組
と

も
、
馬
廻
組
と
も
言
い
、
藩
の
正
規
藩

兵
を
構
成
し
、
江
戸
参
勤
警
固
、
萩
城

勤
番
に
従
う
ー
ー
の
出
身
者
を
中
心
と

す
る
能
吏
の
人
的
結
合
集
団
で
あ
り
、

「
時
に
対
立
し
時
に
交
錯
し
な
が
ら
」

天
保
改
革
か
ら
安
政
改
革
へ
と
藩
政
を

推
進
さ
せ
た
こ
と
、
両
岩
は
安
政
五
年

以
後
の
よ
う
に
政
策
レ
ベ
ル
で
対
立
す

る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
後
年

の
「
正
義
派
」
と
「
俗
論
派
」
の
区
別

は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

　
　
　
⑤

し
て
い
る
。
か
く
て
、
こ
の
時
か
ら
、

実
権
を
握
っ
た
周
布
派
は
、
追
放
し
た

坪
井
以
下
を
俗
論
派
と
呼
び
始
め
る
。

た
と
え
ば
、
同
年
十
一
月
、
外
政
に
関

す
る
藩
是
を
述
べ
た
中
で
、
周
布
派
政

，．4　（602）
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府
は
、
次
の
よ
う
に
「
俗
論
」
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
俗
論
之
通
、
　
（
毛
利
家
の
）
御
身
上
御
首
尾
相
を
取
繕
候
儀
を
専
一
に
し
て
、
御
内
輪
に
て
、
有
志
者
之
口
を
詳
し
…
…
御
大
老
、
藩
老
中
之
主
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
相
撃
候
廉
々
は
、
悉
く
被
差
留
、
終
に
先
年
以
来
之
御
建
議
も
い
っ
と
な
く
消
磨
に
及
候
様
取
計
候
は
＼
、
御
大
老
、
御
老
中
よ
り
は
、
御
家
来
中
之

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
柔
弱
を
被
見
透
、
い
か
体
之
儀
、
可
被
申
懸
哉
も
難
計
…
…

　
周
布
ら
は
、
大
老
井
伊
直
弼
や
老
中
の
「
主
意
」
を
恐
れ
、
幕
府
に
た
い
す
る
辻
褄
合
せ
を
す
る
こ
と
八
「
御
身
上
御
首
藁
筆
を
取
繕
候
儀
」
）
を

「
俗
論
」
と
、
公
に
批
判
し
た
の
で
あ
っ
て
、
幕
末
期
に
お
け
る
「
俗
論
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
幕
藩
関
係
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
意
味

を
持
つ
規
定
な
の
で
あ
る
。
周
布
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
　
「
俗
論
」
で
は
、
家
臣
団
の
「
柔
弱
」
を
幕
閣
に
見
抜
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
負
担
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

要
求
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
長
州
藩
内
に
形
成
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
能
吏
の
派
閥
は
、
田
中
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
安
政
五
年
ま
で

共
通
の
政
策
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
始
め
て
、
幕
末
の
外
政
、
対
幕
府
関
係
に
係
わ
る
政
策
レ
ベ
ル
で
対
立
す
る
両
陣
営
に

分
か
れ
た
。
周
布
派
の
正
義
派
と
、
坪
井
・
椋
梨
派
の
俗
論
派
の
両
陣
営
、
こ
の
妥
協
し
難
い
二
派
は
、
安
政
五
年
の
政
治
情
勢
を
背
景
と
し

て
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

　
七
月
下
旬
か
ら
長
州
藩
江
戸
政
府
と
黒
地
政
府
は
重
藤
で
合
議
し
、
安
政
五
年
藩
政
改
革
要
項
（
綱
領
）
の
作
成
作
業
に
入
る
。
表
！
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
作
成
過
程
を
「
浦
靱
負
日
記
」
に
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
で
分
る
よ
う
に
綱
領
の
作
成
に
は
一
ヶ
月
余
を
要
し
、
御
前
会
議
で
議

論
の
上
、
政
府
員
全
員
が
「
気
付
書
」
（
綱
領
前
案
）
を
提
出
し
、
さ
ら
に
採
択
さ
れ
た
凹
気
付
書
」
に
つ
い
て
会
議
が
催
さ
れ
た
。
　
「
浦
靱
負

日
記
」
に
「
御
前
会
議
」
と
明
記
さ
れ
る
の
は
七
月
二
十
八
陵
の
条
だ
け
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
七
月
二
十
六
日
の
記
載
は
、
政
府
員
が
御
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ

面
の
間
に
召
し
出
さ
れ
、
　
「
御
間
之
内
へ
宮
室
、
御
側
近
く
進
ミ
候
而
、
敦
も
気
付
筋
議
論
申
上
（
引
用
史
料
の
ル
ビ
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

井
上
）
」
た
の
で
あ
り
、
藩
主
臨
席
の
御
前
会
議
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
改
革
綱
領
は
、
七
回
の
御
前
会
議
を
経
て
決
議
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
、
六
二
ヶ
条
の
項
目
を
採
択
し
た
。
こ
の
六
二
ヶ
条
の
綱
領
が
、
政
府
員
の
「
気
付
書
」
の
単
な
る
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
御
前
会
議
に
よ

っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
浦
が
八
月
十
四
日
に
提
出
し
た
六
ヶ
条
の
内
、
、
採
択
さ
れ
た
め
が
四
ヶ
条
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
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職　1採択数

表il改革綱領提出者一覧表

参加者　1家格1　石 高1役

3
3
1
2
2
1
4
1
2
3

14

@
5
　
1
4
　
2
4
1

役
役
役
役
役
　
　
血

判
　
　
判
判
判

加
当
加
加
加
　
　
当

地方手元役
遠　近　方

江戸方用所役

江戸方手元役

江戸方右筆
江戸方右筆添役

遠　近　方

地方右筆

　　石
15．985．825

12．062．306

10．855．59

8．225．435

7，391．289

4．096，072

3．401．432

1．e36．01

　173．553

　　　　149．334

　　12・纏

　　　　lee．

・・275纏石

　　　　60．

門
門
門
門
門
組
組
組
組
組
級
組
組
組
組
組

一
　
一
一
一
寄
寄
一
大
大
大
大
大
大
大
大

前
正
雲
岐
勢
至
負
馬
門
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
衛
兵

筑
弾
幽
隠
伊
伊
監
護
右
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
孫

利
田
利
手
利
田
　
来
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

毛
日
置
二
毛
益
浦
根
前
八

宍戸九郎兵衛

内　藤万里助

周　布　政之助

兼　重譲　蔵
松原太郎右衛門

渡　辺　伊兵衛

備考　1）　r周布政之助伝』上，299～327頁，r修訂防長回天史』2，334

　　　　～65頁，　r萩藩分限帳』に拠る。

　　　2）減少石とは，藩士の借銀に応じて知行を一時的に藩庫へ収める

　　　　ことを書う。

　　　3）益田伊豆を，r周布敷之助伝』は毛利伊豆とする。

　　　4）　配列順序は，石高の量による。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
表
∬
は
、
改
革
綱
領
に
採
択
さ
れ
た
「
気
付
書
」
提
出

者
の
一
覧
表
で
あ
る
。
表
で
分
か
る
よ
う
に
御
前
会
議
の

参
加
者
は
、
一
門
（
加
判
役
）
、
当
役
、
当
職
、
そ
し
て
江

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ひ
つ
　
　
え
ん
き
ん
が
た

芦
と
帯
地
の
手
元
役
、
右
筆
、
遠
近
方
（
家
臣
団
支
配
の
役

職
）
た
ち
で
あ
る
。
表
H
に
現
わ
れ
た
各
人
の
採
択
数
の

偏
差
は
、
御
前
会
議
に
お
け
る
各
自
の
勢
力
関
係
と
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
ど

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
江
戸
政
府
の
用
所
役
の
宍
戸

九
郎
兵
衛
と
右
筆
の
周
布
政
之
助
が
各
々
一
四
ヶ
条
と
圧

倒
的
で
あ
り
、
次
は
手
元
役
の
内
藤
万
里
助
の
五
ヶ
条
で

あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
次
に
政
府
の
筆
頭
で
あ
る
当
役

と
当
職
が
登
場
す
る
。
当
職
の
浦
に
し
て
も
、
前
述
の
よ

う
に
提
出
数
六
ヶ
条
が
す
で
に
右
筆
や
用
所
役
に
及
ば
な

い
の
で
あ
る
。
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
は
、
長
州
藩
政
の

実
権
の
変
遷
に
つ
い
て
、
藩
初
、
実
権
は
一
門
か
ら
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ご

さ
れ
る
加
判
役
に
存
在
し
た
が
、
こ
れ
が
当
職
、
当
役
に
移
り
、
や
が
て
「
手
元
役
の
権
勢
次
第
に
増
長
し
、
爾
後
復
た
右
筆
の
勢
力
の
次
第

に
増
長
す
る
を
見
る
に
至
れ
り
、
其
実
近
世
（
当
時
、
汝
戸
時
代
終
期
の
意
）
に
至
り
て
は
、
算
計
府
（
忌
地
政
府
と
江
戸
政
府
）
の
実
権
は
、
殆
ん
ど

手
元
役
及
び
右
筆
に
帰
す
る
に
至
れ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
江
無
政
府
の
右
筆
は
、
政
務
方
と
も
呼
ば
れ
る
顕
職
に
す
で
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
え

た
の
で
あ
る
。
手
元
役
は
、
は
じ
め
諸
事
取
次
方
兼
塗
物
方
と
呼
ば
れ
て
い
た
し
、
右
筆
は
、
も
と
も
と
書
記
方
で
あ
り
、
と
も
に
当
職
と
当
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⑫

役
に
付
属
す
る
実
務
の
役
人
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
実
務
の
能
吏
が
、
近
世
後
期
に
は
藩
政
の
実
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
藩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
右
筆
の
周
布
と
善
所
役
の
宍
戸
、
そ
し
て
手
元
役
の
内
藤
が
当
職
、
当
役
を
凌
駕
す
る
存
在
で
あ

る
。
と
く
に
周
布
と
宍
戸
が
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
も
と
も
と
顕
職
の
右
筆
に
、
用
所
役
と
い
う
財
政
の
実
務
役
人
が
加
わ
っ
て
藩
政

を
主
滋
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
表
1
の
第
一
回
と
第
三
回
、
第
五
回
の
参
加
者
の
欄
は
、
手
元
役
の
内
藤
と
右
筆
の
周
布
が
、
い

ず
れ
に
も
参
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
浦
靱
負
日
記
」
は
、
一
門
の
加
判
役
、
当
役
、
当
職
を
「
当
役
中
」
と
、
ま
た
手
元
役
、
右
筆
に

用
所
役
、
蔵
元
両
人
役
、
遠
近
方
ら
の
実
務
の
役
人
を
加
え
た
グ
ル
ー
プ
を
「
手
子
中
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
表
正
で
分
か
る
よ
う
に
、
御
前
会

議
は
、
最
上
級
の
役
人
で
あ
る
「
当
役
中
」
と
、
右
筆
ら
に
主
導
さ
れ
た
実
務
の
役
人
「
手
子
中
」
の
二
つ
の
階
層
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
訳

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
御
前
会
議
の
形
態
を
一
層
、
具
体
的
に
見
る
た
め
に
は
、
七
月
二
十
六
日
、
御
対
面
の
間
の
御
前
会
議
（
表
1
の
第
四
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
っ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
つ
い
て
、
　
「
浦
靱
負
日
記
」
に
「
当
役
中
を
始
、
敦
も
被
召
出
候
、
当
役
中
解
剣
に
て
、
御
間
之
内
へ
参
ル
、
手
子
中
、
二
の
間
二
て
被
聞

幕末における御前会議と「有司」　（井上）

表皿　改革綱領，御政道条例等の部一覧衷

記 事 纏出者

前
略
三
星
岐
正
業
　
　
藤
藤
藤
田
原
話
戸
戸
戸
戸
辺
重
重
谷
布
布
湿
布

繊
棚
糊
縄
縄
騨
蒲
二

毛
毛
毛
毛
毛
益
根
　
　
内
内
内
前
憎
憎
憎
憎
宍
宍
渡
兼
兼
八
周
周
周
周

士より風俗改革　㊧

条令徹底，厳刑採用　㊧

上下の情貫通　◎

天朝・幕府，私に評論ロク襟止

驕薯禁止　㊧

内輪諸事（内政）手細詮議

倹政厳制　㊧

上下の情相通　◎

言路開◎

倹政古風に復古　㊧

士民困窮御動向　⑤

養子の法厳制　㊧

過分の屋宅解除　㊧

花美風俗厳禁　㊧

諸沙汰古法厳舗施行　㊧

吉川家取扱復古

御腹裁・御前会議

役場簡易の詮議　㊧

政治復古　㊧

虚政省略㊨
法度大綱第一

風俗取締　㊧

暴政　㊧

扶持方成之仕法　◎

町人之利権上へ帰す事　⑤

上書箱設置◎
倹約・簡易・厳罰之法　㊧

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

備考　1）　r周布政之助伝』上，308～22頁。r修

　　　訂防長回天史』2，345～60頁に拠る。
　　　2）　記号㊧◎◎については本文参照。

召
上
一
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
実

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

非
才
面
の
間
へ
は
「
当
役
中
」
が
入

り
、
　
「
二
の
間
」
に
「
手
子
中
」
が

詰
め
た
。
か
か
る
配
置
が
御
前
会
議

の
あ
る
程
度
、
一
般
的
な
形
態
で
あ

る
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
幕
末
期
の

御
前
会
議
は
、
こ
の
よ
う
に
空
間
的

に
も
二
重
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

し
か
も
主
導
権
は
「
二
の
聞
」
に
控
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え
た
右
筆
、
手
元
役
以
下
の
実
務
の
役
人
、
　
「
手
子
申
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
び
に

　
改
革
綱
領
、
全
六
二
ヶ
条
は
、
ω
「
御
軍
政
之
事
」
一
三
ヶ
条
、
②
「
文
武
引
立
之
事
」
一
〇
ヶ
条
、
㈲
「
御
政
道
条
令
＃
御
家
来
中
御
親

愛
理
事
」
二
七
ヶ
条
、
ω
「
民
政
野
里
」
一
二
ヶ
条
か
ら
成
っ
て
い
る
。
最
初
に
軍
政
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
御
自
国
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

持
堅
之
御
政
道
」
を
第
一
と
す
る
周
布
派
が
、
　
「
軍
用
意
一
途
」
と
軍
制
改
革
を
最
優
先
の
課
題
に
し
た
こ
と
を
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

③
の
「
御
政
道
条
令
井
御
家
難
中
御
親
愛
之
事
」
は
、
藩
欄
（
「
政
道
条
令
」
）
に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い

と
思
う
。
そ
の
二
七
ヶ
条
を
整
理
し
た
も
の
が
表
巫
で
あ
る
。
倹
政
、
風
俗
に
関
す
る
記
号
㊥
を
付
し
た
も
の
が
一
五
ヶ
条
、
家
来
の
上
下
一

和
に
関
す
る
記
号
◎
を
付
し
た
も
の
が
四
ヶ
条
、
家
来
の
窮
乏
救
済
に
関
す
る
記
号
⑤
を
付
し
た
も
の
が
三
ヶ
条
、
そ
の
他
が
五
ヶ
条
で
あ
る
。

常
識
的
な
㊧
◎
⑤
の
項
目
が
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
、
た
と
え
ば
第
六
の
箇
条
と
第
二
一
の
箇
条
は
、
一
方
が
藩
政
を
「
手
細
」
に
規
定
す

る
こ
と
を
、
一
方
は
「
大
綱
」
に
止
め
る
こ
と
を
述
べ
、
相
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
改
革
綱
領
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

単
な
る
意
見
書
原
案
の
寄
せ
集
め
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
は
、
雑
然
と
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
矛
盾
す
る
も
の
を
す
ら
警
む
の
で
あ
っ
て
、
体

系
化
さ
れ
て
い
な
い
。
改
革
綱
領
の
か
か
る
体
系
性
の
欠
如
は
、
権
力
闘
争
が
継
続
中
で
A
周
布
派
の
主
導
権
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
政
府
員
全
員
が
「
気
付
書
」
r
原
案
を
提
出
し
た
八
月
一
一
日
の
、
綱
領
作
成
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
言
う
べ
き
御
前
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
当
日
、
藩
地
政
府
の
右
筆
、
工
藤
半
右
衛
門
が
、
そ
し
て
翌
日
、
古
参
の
遠
近
方
、
村
岡
伊
右
衛
門
が
罷
免
さ
れ
る
。
村
岡
は
、
後
に
俗
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

派
と
し
て
反
政
府
の
活
動
を
行
っ
て
処
罪
さ
れ
（
文
久
三
年
九
月
）
、
工
藤
は
、
第
二
章
で
見
る
よ
う
に
、
ゴ
元
治
元
年
に
俗
論
派
の
論
客
と
し
て

再
登
場
す
る
。
ま
た
、
参
加
者
の
加
判
役
に
は
、
毛
利
伊
勢
の
よ
う
に
、
後
に
俗
論
派
に
賛
同
す
る
メ
ン
バ
ー
も
あ
り
、
浦
包
子
や
兼
重
譲
蔵

も
、
周
布
派
と
は
一
線
を
画
し
た
中
間
派
で
あ
る
。
当
時
の
周
布
派
は
ハ
こ
の
よ
う
に
後
の
俗
論
派
メ
ン
バ
ー
を
も
政
府
の
構
成
員
に
入
れ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
争
い
つ
つ
、
御
前
会
議
に
お
け
る
綱
領
作
成
作
業
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
周
布
ら
は
、
．

綱
領
全
体
を
、
彼
ら
の
路
線
上
に
整
理
し
、
体
系
化
す
る
作
業
に
は
い
ま
だ
入
り
え
な
い
段
階
に
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
逆

に
言
え
ば
ハ
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
厳
し
さ
の
故
に
こ
そ
、
作
成
に
一
ケ
月
余
と
七
回
の
御
前
会
議
を
要
し
た
綱
領
の
申
に
は
、
以
後
の
幕
末
史
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の
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
、
改
革
の
核
心
と
な
る
べ
き
箇
条
が
、
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
御
前
会
議
の
規
格
化

　
藩
政
改
革
綱
領
で
長
州
藩
の
制
度
（
藩
罰
）
の
上
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
前
掲
表
皿
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
触
れ
た
第
一
七
項
で
あ
り
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
、
上
御
幼
年
中
は
格
別
、
御
国
政
御
直
裁
に
被
聞
召
候
様
被
為
成
候
は
」
、
必
大
義
に
関
係
仕
候
義
は
、
如
当
節
於
御
前
会
議
被
仰
付
候
儀
を
御
規
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
に
被
仰
付
度
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ち
か

　
藩
主
の
幼
年
中
は
別
で
あ
る
が
－
当
時
、
藩
主
敬
親
は
三
九
才
で
あ
る
一
、
国
政
（
藩
政
）
を
直
裁
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
、

「
大
儀
」
に
係
わ
る
事
項
は
、
今
回
の
よ
う
に
御
前
会
議
を
開
催
し
、
藩
主
が
仰
せ
付
け
る
規
格
（
規
定
あ
る
い
は
掟
の
意
）
に
す
る
と
い
う
文
意

で
あ
る
。
幕
末
の
長
州
藩
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
御
前
会
議
が
藩
政
の
中
軸
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
発
端
は
、
こ
の

安
政
五
年
の
改
革
綱
領
、
お
よ
び
そ
の
作
成
過
程
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
御
前
会
議
は
、
こ
れ
以
前
の
藩
政
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
藩
政
の
重
要
事
項
は
、
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
長
州
藩
の
天
保
改
革
の
大
綱
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
七
月
七
日
の
大
会
議
（
御
前
会
議
）
で
弓
杖
さ
れ
、
指
導
者
、
村
田
清
風
は
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
の
時
、
有
名
な
「
入
る
を
量
り
て
出
る
を
為
す
の
制
」
の
大
綱
を
上
申
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
保
改
革
破
綻
、
村
田
退
陣
後
、
代
っ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
き

た
坪
井
は
、
財
政
改
革
と
し
て
家
臣
に
た
い
し
て
「
公
内
借
捌
の
法
」
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
法
は
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
十
月
十
日
の

御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
を
『
修
訂
防
長
回
天
吏
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
清
風
等
と
同
志
の
有
力
者
は
独
り
小
川
善
右
衛
門
あ
り
…
…
公
内
借
捌
の
議
あ
る
や
（
小
川
は
Y
意
馬
に
服
せ
ず
、
十
月
十
日
、
御
前
会
議
の
徹
夜

　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　

げ
だ
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑲

　
　
に
入
り
、
遽
に
其
職
を
罷
め
ら
れ
た
り
、
蓋
し
会
議
の
席
上
、
叢
々
と
し
て
論
争
せ
し
所
あ
る
に
因
る
と
云
ふ

　
が
く
が
く
た
る
論
争
が
展
開
し
、
反
対
者
の
罷
免
を
結
果
し
た
の
で
あ
り
、
御
前
会
議
は
、
決
着
済
の
事
項
を
、
御
前
に
お
い
て
形
式
的
に
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追
認
す
る
単
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
　
「
気
付
書
」
原
案
を
提
湿
し
た
、
安
政
五
年
八
月
十
四
日
の
御

前
会
議
も
、
当
日
と
翌
日
に
罷
免
老
を
墨
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
右
の
事
例
を
考
え
併
せ
て
、
議
論
が
展
開
し
た
と
推
測
で
き
る
と
思
う
。

文
久
二
（
一
八
六
工
）
年
七
月
、
有
名
な
長
州
藩
尊
壌
藩
是
を
決
定
し
た
御
前
会
議
が
紛
長
し
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

　
右
の
例
で
分
か
る
よ
う
に
、
御
前
会
議
は
、
安
政
五
年
の
藩
政
改
革
以
前
に
も
、
藩
政
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
綱
領
の

　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

「
必
大
義
に
関
係
仕
候
義
は
、
如
当
節
於
御
前
会
議
被
仰
付
候
儀
を
御
規
格
に
被
仰
付
度
」
と
い
う
文
意
は
、
御
前
会
議
を
、
以
後
「
必
…
…

御
規
格
（
掟
の
意
ご
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
改
革
の
第
一
の
意
義
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
に
お
い
て
は
、

「
大
義
」
に
つ
い
て
の
御
前
会
議
の
開
催
は
、
あ
る
程
度
慣
行
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
規
格
（
掟
）
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

安
政
五
年
以
後
、
幕
末
長
州
藩
に
お
い
て
は
、
御
前
会
議
の
記
載
は
、
た
と
え
ば
木
戸
孝
允
な
ど
の
書
翰
に
散
見
さ
れ
る
。
木
戸
は
、
文
久
二

年
七
月
に
地
方
右
筆
（
政
務
座
役
）
添
役
と
な
り
、
藩
政
の
中
枢
に
参
画
し
始
め
る
の
で
あ
り
、
　
こ
の
時
点
以
降
の
同
年
の
書
状
の
中
に
、
ω

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
り

「
只
今
御
前
会
議
被
仰
付
候
由
に
付
」
（
九
月
＋
二
臼
）
、
②
「
俄
に
今
書
後
、
世
子
御
前
に
お
い
て
会
議
被
仰
付
」
（
＋
月
七
日
）
、
㈲
「
御
前
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

怠
癖
出
馬
に
付
、
是
非
私
も
膳
殿
不
仕
て
は
相
済
不
申
哉
」
（
十
一
月
十
一
臼
）
な
ど
が
あ
る
。
　
こ
の
三
例
は
、
偶
々
、
書
状
に
会
議
が
記
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
一
そ
れ
で
も
月
一
回
以
上
の
テ
ン
ポ
を
証
明
し
て
い
る
一
、
御
前
会
議
開
催
の
実
際
の
頻
度
は
、
か
な
り
の
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
御
前
会
議
は
、
　
「
規
格
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
る
度
合
も
格
段
に
多
く
な
り
、
役
割
も
強
化
さ
れ
た
と

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
第
二
に
、
　
「
規
格
」
と
し
て
の
御
前
会
議
が
目
指
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
掲
の
綱
領
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
御
直
裁
」
に
よ

　
　
カ

り
「
於
御
前
会
議
（
藩
主
が
）
被
仰
付
候
義
」
な
の
で
あ
っ
て
、
単
に
会
議
で
議
論
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
藩
主
が
「
仰
せ
付
け
」
る
、

つ
ま
り
「
直
裁
」
（
親
政
）
を
行
う
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
政
府
員
、
木
戸
は
、
文
久
三
（
一
八
六
§
年
二
月
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
百
度
愚
考
仕
候
て
も
、
断
然
上
に
御
直
裁
被
遊
候
之
思
召
に
無
之
て
は
、
此
往
は
決
て
手
段
無
之
、
無
左
て
は
、
只
々
御
国
之
御
危
急
に
係
り
候
事
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⑳

　
　
と
奉
存
候
・
：
・
：

　
木
戸
は
、
藩
主
の
「
御
直
裁
」
こ
そ
が
、
今
後
の
す
べ
て
の
前
提
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
な
ら
ぼ
、
　
「
此
往
は
決
て
手
段
無
界
」
と
判

断
し
て
い
た
。

　
最
初
に
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
御
直
裁
」
の
政
策
は
、
突
然
、
登
場
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

安
政
期
の
初
め
に
吉
田
松
陰
は
、
意
見
書
「
将
号
砲
言
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
…
…
君
公
（
藩
主
）
毎
日
、
辰
疇
よ
り
午
時
に
至
る
ま
で
、
御
書
院
へ
御
出
座
遊
さ
れ
、
大
臣
以
下
執
政
の
臣
は
悉
く
悪
澄
に
侍
り
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
は
ら

　
ま
た
、
木
戸
の
義
弟
で
安
政
期
か
ら
文
久
期
の
長
州
藩
軍
制
改
革
の
指
導
者
、
来
原
良
蔵
は
、
安
政
五
年
の
所
懐
を
記
し
た
「
寝
ら
れ
訟
ま

二
」
で
、
家
臣
団
の
石
高
、
百
石
以
下
、
四
九
石
以
上
を
五
〇
石
に
平
均
し
、
家
臣
を
奇
兵
に
、
農
民
を
銃
隊
の
正
兵
に
す
る
と
い
っ
た
先
進

的
改
革
案
と
と
も
に
、
　
「
君
公
政
を
親
ら
し
給
ふ
へ
き
事
」
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
古
の
明
天
子
は
皆
親
政
に
て
、
愚
天
子
は
皆
是
に
反
す
、
天
子
て
す
ら
か
く
の
如
く
な
れ
は
、
ま
し
て
諸
侯
の
う
ゑ
に
て
は
、
親
政
な
ら
て
は
叶
ふ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
し
、
ゆ
へ
に
今
よ
り
日
々
表
に
出
て
給
ひ
、
国
老
不
残
列
座
の
上
、
諸
の
伺
を
聞
し
め
し
…
…

　
こ
の
よ
う
に
「
御
直
裁
」
（
親
政
）
の
体
制
は
待
望
さ
れ
、
か
つ
、
前
述
の
よ
う
に
実
現
の
緒
に
着
い
た
の
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
こ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
長
州
藩
の
藩
主
の
親
政
が
、
西
欧
の
絶
対
主
義
君
主
の
ひ
と
つ
の
典
型
と
い
わ
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
葦
子
の
よ
う
に
、
大
臣
た
ち
か
ら
離
れ
て
ポ
ヅ
ダ
ム
に
居
を
構
え
、
　
「
余
は
主
に
し
て
王
で
あ
り
、
余
の
欲
す
る
ま
ま
を
為

し
う
る
」
と
述
べ
、
生
涯
を
政
務
に
捧
げ
尽
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
重
要
事
項
の
発
議
を
自
身
で
行
っ
た
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
（
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ

・
・
栂
）
と
評
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
・
と
だ
恵
つ
・
長
州
薄
曇
る
肇
の
親
政
は
・
「
大
臣
以
下
談
の
臣
は
悉
く
需
下

り
」
（
松
陰
）
、
ま
た
、
「
国
老
不
残
列
座
」
（
露
原
）
で
あ
り
、
「
必
…
…
於
御
前
会
議
」
（
改
革
綱
傾
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
孤
高
の
君
主
の
「
厳

格
な
親
政
の
体
制
」
で
は
な
く
、
会
議
に
参
加
す
る
政
府
員
（
「
執
政
の
臣
」
）
と
不
可
分
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
右
の
よ
う
に
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
を
執
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
幕
末
の
長
州
藩
の
藩
主
が
家
臣
に
た
い
し
て
持
つ
強
制
力
は
、
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も
ち
ろ
ん
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
幕
末
の
政
府
員
、
兼
重
慎
一
（
譲
蔵
）
は
沸
後
年
、
r
人
事
に
つ
い
て
家
老
列
座
の
前
に
呼
び
嵐
さ
れ
た
・

時
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
…
…
長
州
の
方
で
は
御
意
ぢ
や
と
申
し
ま
し
て
、
藩
主
の
御
意
ぢ
や
と
云
ふ
事
を
知
ら
せ
る
為
に
一
実
先
き
に
申
し
ま
す
。
そ
れ
を
承
り
ま
し
て
は
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
う
も
御
意
を
背
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
、
は
あ
ッ
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
処
が
…
…

　
家
臣
が
「
藩
主
の
御
意
」
に
対
面
し
た
揚
合
に
は
、
　
「
ど
う
も
（
ど
う
し
て
も
）
御
意
を
背
く
こ
と
は
出
来
」
な
い
の
で
あ
る
。
御
意
は
、
、
上

意
、
御
主
意
と
も
い
い
、
も
と
も
と
藩
主
個
人
の
恣
意
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
　
「
御
主
意
を
取
失
ふ
」
こ
と
は
厳
罰
の
対
象
で
あ
り
、
御
意
は

絶
対
的
な
強
綱
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
周
布
派
の
政
府
員
が
「
大
義
」
を
決
定
し
、
施
行
す
る
場
合
に
、
必
ず
御
前
会
議
に
お
い

て
藩
主
を
擁
し
、
藩
主
の
「
直
裁
」
を
直
に
求
め
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
争
う
余
地
の
な
い
藩
主
の
上
意
と
し
て
こ
れ
を
発
令
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
ら
に
い
か
に
有
利
な
「
規
格
扁
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
明
白
だ
と
思
う
。

　
「
規
格
」
化
さ
れ
た
御
前
会
議
は
、
現
実
的
に
は
、
政
府
に
た
い
す
る
反
対
派
、
俗
論
派
を
鎮
圧
す
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
安
政
期

か
ら
文
久
期
の
始
め
に
か
け
て
俗
論
派
は
、
軍
制
改
革
に
た
い
す
る
反
対
に
結
束
し
て
い
た
。
一
方
、
周
布
派
に
と
っ
て
は
、
洋
式
軍
政
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
そ
が
、
州
内
乱
か
外
患
か
、
事
変
出
来
致
間
敷
は
難
計
」
と
い
う
情
勢
の
中
で
藩
政
を
改
革
す
る
要
点
で
あ
っ
た
。
周
布
の
表
現
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

「
実
以
当
節
之
御
国
政
（
藩
政
）
は
、
軍
用
意
之
外
、
他
事
無
御
座
」
で
あ
り
、
　
「
軍
用
意
一
途
に
相
成
」
つ
た
の
で
あ
る
。
洋
式
軍
政
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
西
洋
銃
陣
）
は
、
操
練
（
号
令
、
隊
伍
等
）
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
、
譜
代
の
家
臣
の
多
く
は
、
こ
れ
を
「
賎
業
を
藩
候
建
碑
仰
付
候
筋
」
と

心
得
て
反
対
し
、
複
雑
な
上
下
関
係
を
持
つ
中
堅
家
臣
団
を
フ
ラ
ッ
ト
な
西
洋
銃
陣
に
転
換
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
成
功
し
な
い
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
前
述
し
た
。
塩
原
の
家
臣
団
五
〇
石
平
均
化
と
い
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
構
想
が
出
て
く
る
理
由
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
周
布
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ

は
、
や
が
て
足
軽
以
下
の
軽
卒
の
銃
陣
編
成
を
推
進
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
軽
卒
の
銃
陣
は
、
　
「
士
隊
に
先
ち
下
れ
を
行
へ
ば
序
を
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
の
弊
あ
り
、
是
を
以
て
軽
卒
の
操
練
は
、
白
地
に
在
り
て
は
、
轡
旦
中
道
に
し
て
廃
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、

軽
卒
が
譜
代
の
家
臣
に
代
わ
っ
て
兵
力
の
中
心
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
故
に
、
家
臣
団
の
猛
反
対
を
受
け
、
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
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末における御前会議とr有司」（井上）

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
な
が

　
軍
制
改
革
反
対
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
萩
野
流
砲
術
師
範
、
守
永
弥
右
衛
門
（
七
三
石
、
一
代
遠
近
）
に
率
い
ら
れ
た
重
層
党
で
あ
っ
て
、
藩

地
政
府
の
当
職
、
浦
靱
負
の
嫡
男
す
ら
も
こ
れ
に
参
加
す
る
と
い
う
危
機
的
情
勢
が
展
開
す
る
。
周
布
ら
の
政
府
は
、
こ
の
中
で
軍
制
改
革
遂

行
の
努
力
を
続
け
た
の
で
あ
り
、
周
布
が
同
僚
の
電
導
九
郎
兵
衛
に
送
っ
た
次
の
よ
う
な
書
翰
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
守
永
党
頑
固
、
補
相
（
当
職
）
内
輪
不
連
続
之
一
条
は
、
仮
令
い
か
程
不
都
合
之
儀
有
之
候
共
、
上
意
決
て
被
成
御
薩
砕
候
御
積
り
に
可
被
為
在
、
僕
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
（
周
布
）
退
寮
共
、
上
意
は
不
審
為
替
候
段
、
必
然
之
事
に
御
座
無
間
、
後
進
衆
脚
質
上
意
を
輔
翼
し
、
手
詰
之
御
沙
汰
網
成
静
態
と
相
取
申
候

　
当
職
、
浦
の
「
内
輪
（
浦
家
）
不
連
続
之
一
条
」
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
浦
の
嫡
男
が
守
永
党
に
加
わ
っ
て
西
洋
銃
陣
に
反
対
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

指
し
て
い
る
。
周
布
は
、
こ
の
頃
、
軍
制
改
革
反
対
派
か
ら
「
国
家
之
大
罪
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
　
「
い
か
程
不
都
合
の
儀
有

之
候
共
」
と
強
い
対
決
の
姿
勢
を
示
す
と
同
時
に
、
　
「
上
意
決
て
被
成
御
粉
砕
候
御
積
り
」
と
述
べ
て
、
上
意
の
強
制
力
に
依
拠
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
　
「
上
意
は
難
壁
為
替
候
段
必
然
之
事
」
と
、
上
意
が
常
に
周
布
ら
の
側
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
後
段
の
上
意
の
不
変
性
の

確
信
は
唐
突
で
あ
る
が
、
　
「
後
進
衆
（
政
府
員
）
無
疎
上
意
を
輔
翼
し
」
と
続
く
一
節
と
の
関
連
で
開
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

政
府
員
が
「
無
量
」
上
意
を
我
が
手
で
輔
翼
し
て
い
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
御
前
会
議
で
上
意
の
下
に
結
束
し
て
い
る
か
ら
上
意
は
不
変
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
周
布
ら
の
政
策
の
要
で
あ
り
、
出
発
点
を
な
す
も
の
は
、
や
は
り
安
政
五
年
の
藩
政
改
革
で
打
ち
出
さ
れ
、
　
「
御
規
格
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く

と
さ
れ
た
御
前
会
議
の
体
制
な
の
で
あ
る
。
周
布
は
、
こ
の
時
期
の
別
の
書
翰
で
も
、
困
難
な
軍
制
改
革
に
つ
い
て
「
御
家
来
中
一
統
來
た
篤

と
承
和
不
仕
、
間
々
異
論
等
相
唱
聾
者
も
有
之
哉
に
相
聞
候
…
…
乍
恐
御
馬
上
に
て
御
直
に
被
遊
御
指
揮
管
轄
」
と
述
べ
、
藩
主
自
身
が
「
御

馬
上
」
か
ら
操
練
を
指
揮
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
、
上
意
に
い
か
に
期
待
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
周
布
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
上
意
の
強
制
力
が
、
長
州
藩
の
外
政
に
推
進
に
当
っ
て
も
、
十
内
に
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
…
・
：
元
来
御
家
来
と
し
て
、
外
向
へ
罷
出
、
周
旋
仕
候
儀
は
、
善
も
悪
も
、
悉
く
自
身
之
働
に
て
無
二
、
殿
様
御
事
業
之
御
手
伝
仕
翻
訳
に
付
…
…
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藩
の
政
治
は
「
殿
様
御
事
業
」
で
あ
っ
て
、
家
来
は
「
御
手
伝
」
を
す
る
だ
け
だ
と
い
う
周
布
の
論
理
は
、
誤
り
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、

一
面
的
で
あ
り
、
藩
政
の
実
体
の
す
べ
て
を
語
る
も
の
で
は
な
い
。
　
「
殿
様
御
事
業
」
と
い
う
見
方
を
、
周
布
の
論
理
の
よ
う
に
長
州
藩
政
の

実
体
に
照
応
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
前
述
し
た
酉
欧
の
絶
対
君
主
、
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ー
世
の
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
に
近
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
へ

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
文
久
二
年
に
伊
藤
俊
輔
（
博
文
）
が
「
折
角
殿
様
、
若
殿
様
よ
り
被
仰
出
候
思
召
等
も
、
於
政
府
取

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

計
候
様
相
成
候
て
は
如
何
敷
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
主
の
　
「
仰
出
」
と
「
政
府
取
計
」
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
藩
主
の

「
仰
出
」
も
「
政
府
取
計
」
と
誤
認
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
　
「
政
府
取
計
」
が
、
現
実
に
は
、
一
般
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
善
も
悪

も
、
悉
く
自
身
（
政
府
）
之
働
に
て
無
之
」
と
す
る
の
は
強
弁
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
、
　
「
善
悪
」
の
圧
倒
的
部
分
は
「
政
府
取
計
」
に
係
っ
て

お
り
、
毛
利
敬
親
を
中
心
と
す
る
長
州
藩
の
藩
政
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
厳
格
な
親
政
の
体
欄
」
を
構
築
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
御
前
会
議
が
「
規
格
」
化
さ
れ
、
藩
主
と
政
府
の
会
議
の
形
式
が
必
ず
執
ら
れ
る
場
合
に
は
、
藩
主
と
政
府
は
一
体
化
し
て
お
り
、

藩
主
の
「
仰
出
」
と
「
政
府
取
計
」
の
識
別
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
周
布
ら
は
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
疑
う
余
地
の
な
い
藩
主
の
舎
意
を
獲
得

で
き
る
の
で
あ
り
、
実
体
は
と
も
か
く
、
形
式
と
し
て
は
、
す
べ
て
を
藩
主
の
「
仰
出
」
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

時
に
は
、
反
政
府
派
に
よ
る
周
布
派
の
「
政
府
取
計
」
に
限
定
し
た
責
任
追
及
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
反
政
府
派
の
政
府
に
た
い
す
る
追
及
は

一
番
に
「
御
意
難
事
件
」
で
見
る
よ
う
に
一
、
藩
主
の
上
意
に
対
す
る
誹
誘
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
御
前
会
議

に
よ
っ
て
、
周
布
ら
は
、
藩
主
の
上
意
と
一
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
政
府
の
「
取
計
」
に
限
定
し
て
政
治
の
「
善
悪
」
を
問
う
こ
と

は
、
事
実
上
、
困
難
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
御
前
会
議
の
「
規
格
」
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
、
実
体
と
し
て
は
、

周
在
派
の
、
反
対
派
を
許
容
し
な
い
、
専
翻
の
体
制
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

・
後
年
の
俗
論
派
の
周
布
派
に
た
い
す
る
攻
撃
も
、
こ
の
よ
う
な
周
布
派
政
府
の
藩
主
と
の
一
体
化
に
集
中
し
た
。
俗
論
派
は
、
周
布
派
政
府

の
専
制
が
、
次
の
よ
う
な
周
布
ら
の
主
張
の
も
と
に
、
不
当
に
展
開
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
・
…
京
都
之
一
件
其
外
、
敦
も
君
上
へ
奉
伺
至
上
二
て
之
事
故
、
全
農
御
難
目
付
、
政
府
吏
之
罪
二
あ
ら
す
…
：
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こ
こ
で
も
、
藩
主
と
政
府
は
区
別
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
　
「
京
都
之
一
件
心
外
」
と
は
、
長
州
藩
の
禁
門
の
変
に
お
け
る
敗
戦
、
そ
の
他
、

周
布
派
の
政
治
の
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
周
布
派
は
、
こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
御
前
会
議
に
お
け
る
藩
主
の

上
意
と
の
直
接
的
な
一
体
化
を
根
拠
と
し
て
、
俗
論
派
に
対
抗
す
る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
　
「
悉
く
自
身
（
政
府
）
之
働

に
て
無
論
」
（
周
布
）
と
か
「
政
府
吏
之
罪
二
あ
ら
す
」
（
俗
論
派
の
批
判
）
と
い
う
、
政
府
の
責
任
が
常
に
免
罪
さ
れ
る
無
費
任
体
制
が
で
き
あ
が

り
、
周
布
ら
は
、
事
実
上
、
無
制
限
の
専
権
を
振
う
権
利
を
手
中
に
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
　
「
御
規
格
」
と
し
て
の
御
前
会
議
は
、
藩
主

の
上
意
と
政
府
の
一
体
化
で
あ
り
、
周
布
ら
は
、
争
う
余
地
の
な
い
藩
主
の
上
意
と
し
て
、
す
べ
て
を
発
令
し
え
た
。
こ
れ
は
、
絶
対
君
主
、

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
の
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
の
よ
う
に
、
形
式
も
実
体
も
一
致
し
た
親
政
と
は
異
っ
て
い
る
が
、
周
布
ら
が
主
張
し
た
よ

　
　
　
　
　
さ
ば
き

う
に
「
御
直
捌
」
の
形
式
は
整
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
実
体
と
し
て
の
政
府
の
専
制
、
　
「
形
式
と
し
て
の
親

政
の
体
制
」
の
複
合
で
あ
り
、
御
前
会
議
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
周
布
公
平
編
『
周
布
政
之
助
伝
』
上
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
七
七
年
　
二

　
九
｝
1
三
頁
。
末
松
謙
澄
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
一
　
　
九
二
｝
年
二
三
二
一

　
三
頁
。
以
下
、
藩
　
楚
三
大
綱
は
、
こ
れ
ら
に
拠
る
。

②
　
　
『
修
訂
面
一
長
［
凹
天
史
』
二
　
　
二
三
山
パ
ー
七
頁
。

③
同
書
ニ
ニ
四
七
一
八
頁
。

④
　
正
月
二
五
日
書
輸
は
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
二
　
一
ご
一
四
頁
。
三
月
一
｝
日
書

　
翰
は
『
周
布
政
之
助
億
』
上
　
一
　
八
五
－
六
頁
、
　
『
修
訂
防
長
圓
漉
過
阯
二
　
二

　
二
入
…
九
頁
。
後
者
は
、
四
月
七
臼
と
し
て
い
る
が
、
抄
録
で
あ
り
、
【
応
前
者

　
の
潤
付
を
採
っ
た
。

⑤
　
田
中
彰
『
幕
末
の
藩
政
改
革
』
　
塙
書
房
　
一
九
六
五
年
　
二
四
四
頁
。

⑥
『
周
布
政
之
助
儀
』
上
三
四
八
t
九
頁
。

⑦
　
長
州
藩
は
、
す
で
に
ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
藩
士
九
〇
〇
人
を
常
駐
さ
せ
る
外
警

　
の
最
前
線
、
糊
州
警
衛
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
　
「
莫
大
之
大
物
入
」
で

　
あ
り
、
藩
士
に
は
五
年
間
の
半
知
、
農
民
に
は
馳
走
米
の
隠
蟹
割
増
を
強
要
す
る

　
も
の
で
あ
っ
た
（
『
修
訂
防
長
銀
天
史
』
二
　
＝
七
－
七
四
頁
）
。

⑧
「
浦
日
記
」
全
穴
二
冊
は
未
刊
。
山
口
県
文
書
館
蔵
。
浦
は
、
当
時
、
当
職
在

　
役
中
で
あ
る
。

⑨
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
上
　
一
…
九
九
一
三
二
七
頁
。
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
二

　
　
二
一
二
四
－
六
五
頁
。

⑩
「
浦
日
記
」
安
政
五
年
八
月
一
四
日
の
条
。

⑬
　
　
『
修
訂
防
長
同
【
天
史
』
　
一
　
五
四
、
　
六
〇
督
貝
。

⑫
同
右
。

⑬
本
稿
第
三
章
第
一
節
参
照
。

⑭
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
上
　
五
七
　
頁
　
周
布
よ
り
宍
戸
宛
書
状
。

⑲
『
修
訂
防
長
回
天
史
蝕
二
二
四
八
！
九
頁
。

⑯
同
右
四
の
上
六
六
頁
。

⑰
　
注
⑨
と
薫
じ
。
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
は
、
　
「
上
御
蓋
年
中
は
格
別
御
国
政
御
直

裁
に
被
聞
召
細
面
、
」
と
読
点
を
付
け
る
が
、
幼
年
中
に
直
裁
を
行
う
の
は
不
可
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能
で
あ
ろ
う
。

⑱
『
修
訂
防
長
回
天
史
隔
一
一
＝
九
頁
。

⑲
　
同
右
　
三
〇
〇
一
一
頁
。

⑳
　
『
木
一
戸
孝
允
文
霧
』
　
一
　
　
一
九
二
九
な
†
　
二
三
〇
百
ハ
　
一
ご
二
七
百
ハ
　
ニ
由
ハ
一
二
頁
。

⑳
　
同
右
　
二
九
四
頁
。

＠
　
山
口
県
教
育
会
『
吉
田
松
陰
全
集
』
一
　
岩
波
誉
店
　
一
九
三
六
年
　
五
五
九

　
頁
。

⑭
　
妻
木
忠
太
『
来
原
良
蔵
俵
』
上
　
一
九
四
〇
年
　
三
九
｝
頁
。

⑳
オ
ッ
ト
ー
．
ヒ
ン
ッ
ェ
ニ
八
世
紀
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
事
1
1
官
僚
国

　
家
」
、
成
瀬
治
編
訳
『
伝
統
社
会
と
近
代
国
家
』
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
二
年
　
三

　
三
五
頁
。

⑳
　
史
談
会
『
史
談
会
速
記
録
』
第
二
八
輯
　
合
本
六
　
原
書
房
　
一
九
七
二
年

　
二
五
〇
頁
。

⑭
　
　
「
長
井
雅
楽
罪
案
書
」
　
内
原
邦
平
『
長
井
雅
楽
詳
伝
隔
　
マ
ツ
ノ
書
店
　
｝

　
九
七
七
年
　
二
一
二
頁
。

⑳
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
上
　
四
〇
四
頁
　
江
戸
政
府
よ
り
藩
地
政
府
宛
書
状
。

⑱
　
同
諮
　
五
六
六
百
［
　
万
廷
一
兀
年
閏
ゴ
百
〃
一
二
日
　
閣
捌
布
よ
り
虫
ハ
一
戸
宛
書
状
。

⑳
注
⑭
に
同
じ
。

⑳
同
右
四
四
九
頁
軍
制
改
革
案
安
政
六
年
八
月
二
一
目
。

⑳
　

『
修
訂
防
長
回
天
史
』
二
　
四
四
八
頁
。

⑫
　
『
周
霧
政
之
助
伝
』
上
　
五
八
一
－
二
頁
、
万
廷
元
年
五
月
一
六
日
。

⑳
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
一
　
九
七
頁
　
周
布
よ
り
木
戸
宛
返
書
　
万
廷
元
年
十
二

　
月
二
四
日
。

⑭
　
『
周
布
政
之
助
伝
隔
上
　
五
九
入
頁
井
上
興
四
郎
他
意
見
書
　
万
廷
元
年
七

　
月
。

⑱
　
同
右
　
周
布
轡
状
　
文
久
元
年
九
月
五
日
　
七
三
四
頁
。

⑯
　
　
『
来
原
良
蔵
伝
』
下
　
四
二
八
頁
　
伊
藤
よ
り
木
戸
宛
書
状
　
文
久
二
年
閏
八

　
月
一
＝
日
。

⑳
　
　
『
士
口
心
経
幹
一
周
旋
記
』
　
「
　
一
九
二
六
年
　
四
七
〇
百
八
　
元
治
元
年
九
m
月
　
俗

　
論
派
歎
願
欝
。
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第
二
章
藩
制
の
剛
元
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
嵐
節
尊
嬢
藩
是
決
定
の
御
前
会
議

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
周
布
派
の
政
府
は
、
御
前
会
議
を
「
規
格
」
と
し
、
頻
繁
に
開
催
し
て
「
形
式
と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
あ
る

い
は
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
の
道
を
拓
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
長
州
藩
内
に
生
じ
た
新
し
い
矛
盾
に
つ
い
て

検
証
し
た
い
と
思
う
。

　
長
州
藩
は
、
島
津
久
光
の
率
兵
上
京
、
幕
政
改
革
の
実
施
と
い
う
激
動
の
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
、
周
知
の
よ
う
に
、
従
来
の
公
武
合
体
r
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図1　御前会議の座配図
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策
を
捨
て
て
尊
王
撰
夷
の
政
治
路
線
を
選
択
す
る
。
こ
の
尊
撰
藩
是
を
決
す
る
御
前
会
議
は
、
京
都
長
州
藩
邸
で
開
か
れ
、
　
「
議
論
紛
々
」
、

　
　
　
　
　
　
　
わ
た

「
討
論
四
五
日
に
百
こ
つ
た
の
で
あ
り
、
討
議
内
容
は
長
文
に
渉
る
の
で
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
決
着
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
　
…
…
或
は
堅
く
、
是
れ
藩
国
の
最
大
第
な
り
、
吾
輩
（
御
前
会
議
参
加
者
）
少
数
者
の
意
を
以
て
議
決
し
た
れ
ば
と
て
、
藩
士
多
数
の
向
背
如
何
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む

　
　
べ
か
ら
ず
、
宜
し
く
一
藩
に
諭
告
し
て
、
然
る
後
、
徐
う
に
其
図
を
為
す
べ
し
と
、
議
論
紛
々
容
易
に
決
す
る
の
状
な
し
、
一
人
あ
り
奮
然
と
し
て
曰
く
、

　
　
　
　
れ
ん
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

　
　
今
や
無
妻
の
下
に
在
り
て
此
の
危
急
の
時
に
際
す
、
藩
士
一
般
の
志
向
を
問
ふ
に
逞
あ
ら
ず
、
宜
し
く
大
義
の
在
る
所
を
以
て
断
ず
べ
し
、
李
下
有
志
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
が
け

　
　
士
を
糾
合
せ
ば
数
百
人
を
得
る
こ
と
指
顧
の
間
に
在
り
、
藩
内
員
数
の
向
背
は
避
く
措
き
、
忙
殺
と
共
に
霜
臣
一
団
の
正
気
と
な
り
奉
勅
撰
夷
の
魁
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま

　
　
る
べ
し
、
成
敗
利
鈍
は
固
よ
り
計
較
す
る
瓶
に
あ
ら
ず
、
尊
公
湊
川
と
決
心
す
る
の
宿
な
し
と
、
衆
議
忽
ち
叢
れ
に
激
動
し
、
皆
曰
く
、
看
臣
湊
川
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
哉
と
、
是
に
於
て
議
始
て
決
す
…
…

　
「
議
論
紛
々
容
易
に
決
す
る
の
状
な
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
賛
成
意
見
と
拮
抗
す
る
反
対
意
見
が
存
在
し
た
。
反
対
老
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

山
田
宇
右
衛
門
、
兼
重
譲
蔵
、
井
上
小
豊
後
ら
の
中
間
、
穏
健
派
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
、
こ
の
藩
是
が
「
藩
士
多
数
の
向
背
」
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
疑
議
を
表
明
し
、
　
「
吾
餐
少
数
者
」
つ
ま
り
御
前
会
議
参
加
者
だ
け
に
よ
る
議
決
に
頑
強
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

二
人
あ
り
奮
然
と
し
て
曰
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
周
布
政
之
助
で
あ
り
、
初
め
反
対
を
唱
え
、
最
後
に
賛
成
派
に
転
換
し
た
と
伝

　
　
　
　
　
③

え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
「
藩
士
一
般
の
志
向
」
を
問
う
必
要
を
否
定
し
、
御
前
会
議
参
加
者
が
「
大
義
の
在
る
所
を
以
て
断
ず
べ
し
」
と
述
べ
、

「
有
志
の
士
」
数
百
人
に
よ
る
「
活
魚
湊
川
」
の
擁
藍
色
を
主
張
し
、
会
議
も
こ
れ
に
決
着
し
た
。
当
初
か
ら
尊
早
宮
是
の
意
見
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

展
開
し
た
の
は
、
宍
戸
九
郎
兵
衛
、
そ
し
て
木
戸
孝
允
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
御
前
会
議
の
座
の
順
序
、
座
配
は
、
　
「
浦
靱
負
日
記
」
に
図
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
（
記
号
、
上
）
と
向
い
合
う
、
記
号
マ
、
コ
、

ク
の
江
戸
方
手
元
役
、
江
戸
方
用
所
役
、
江
芦
方
右
筆
は
、
政
之
助
（
周
布
）
、
九
郎
兵
衛
（
宍
戸
）
、
小
五
郎
（
桂
、
木
戸
孝
充
）
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
座
配
の
位
置
か
ら
も
、
彼
ら
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
印
○
を
付
し
た
人
物
が
伝
聞
に
よ
る
藩
是
の
賛
成
者
、
印
×

が
反
対
者
で
あ
り
、
議
論
が
主
に
「
二
の
間
」
で
展
開
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
心
人
物
の
周
布
が
最
後
に
賛
成
派
に
変
っ
て
決
着
し
た
と
い
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う
劇
的
な
展
開
を
見
せ
た
会
議
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
座
配
が
注
目
さ
れ
る
と
思
う
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
七

月
二
十
六
日
の
御
前
会
議
に
お
い
て
は
、
対
面
の
間
に
、
藩
主
、
一
門
、
当
職
、
当
役
ら
の
「
当
役
中
」
が
座
配
を
占
め
、
手
元
役
、
右
筆
以

下
の
実
務
役
人
、
　
「
手
子
中
」
た
ち
は
、
　
コ
あ
間
」
に
詰
め
た
の
で
あ
っ
た
。
図
で
分
か
る
よ
う
に
安
政
と
文
久
の
御
前
会
議
の
座
配
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

致
し
て
お
り
、
こ
れ
が
原
則
的
な
座
配
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
御
前
会
議
は
、
空
間
的
に
も
二
重
の
構
成
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
つ
会
議
の
主
導
権
は
、
　
「
二
の
間
」
に
座
配
を
占
め
た
手
元
役
、
右
筆
以
下
の
「
手
子
中
」
と
呼
ば
れ
る
実
務
役
人

に
存
在
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
の
嫁
引
の
記
述
は
、
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
当
時
の
木
戸
の
書
翰
は
、
　
「
百
万
一
、
思
召
通
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

貫
き
不
幸
節
は
、
湊
川
之
役
を
手
本
に
千
歳
に
御
忠
誠
」
（
文
久
三
年
六
月
置
、
あ
る
い
は
「
自
然
百
万
一
之
節
は
、
楠
属
湊
川
と
御
手
本
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

（
文
久
三
年
九
月
）
と
述
べ
て
お
り
、
船
引
の
周
布
の
発
言
と
同
じ
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
か
く
て
、
御
前
会
議
の
記
述
が

史
実
に
近
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
会
議
の
最
も
重
要
な
点
は
、
次
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
反
対
者
は
、
「
藩
士
多
数
の
向
背
」
、
い
わ
ゆ
る
藩

士
の
衆
論
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
と
し
、
「
吾
輩
少
数
者
」
、
つ
ま
り
会
議
参
加
者
だ
け
に
よ
る
議
決
に
反
対
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
賛
成
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

「
藩
士
一
般
の
志
向
を
問
ふ
に
逞
あ
ら
ず
」
と
、
藩
士
の
衆
論
を
問
う
必
要
を
否
定
し
、
　
「
宜
し
く
大
義
の
在
る
所
を
以
て
断
ず
べ
し
」
と
、

会
議
参
加
者
（
「
我
輩
少
数
者
」
）
に
よ
る
議
決
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
藩
主
と
会
議
に
参
加
し
た
政
府
員
だ
け
に
よ
る
議
決
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
り
、
反
対
者
の
主
張
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
藩
士
一
般
の
志
向
」
も
、
意
図
的
に
無
視
ざ
れ
た
と
言
う
べ
き
な
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
も
、
御
前
会
議
が
、
結
果
的
に
、
藩
士
の
衆
論
を
離
れ
た
結
論
を
出
す
こ
と
は
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
よ
う

に
意
図
的
な
離
脱
は
、
異
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
、
御
前
会
議
の
藩
士
一
般
か
ら
の
「
自
立
」
と
呼
ん
で
よ
い
と
思
う
。
当
然
、
御
前

会
議
が
「
規
格
」
と
さ
れ
、
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
公
然
た
る
離
脱
と
関
連
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
御
前
会
議
が
藩
士
一
般
か
ら
「
自
立
」
し
て
香
盤
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
、
御
前
会
議
が
藩
士
一
般

を
長
州
藩
の
支
配
階
層
か
ら
切
り
捨
て
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
藩
是
は
、
　
「
藩
士
一
般
の
志
向
」
を
無
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回
し
て
決
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藩
士
一
般
に
対
し
て
、
上
意
と
し
て
の
、
兼
重
が
「
ど
う
も
御
意
を
背
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
」
，

と
表
現
し
た
よ
う
な
強
制
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
の
強
制
力
な
く
し
て
は
、
御
前
会
議
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
御
前
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
藩
士
一
般
か
ら
絶
対
的
に
自
立
し
、
藩
士
一
般
を
切
り
捨
て
た
の
で
は
な
く
、
相
対
的
に
自
立
し
た
の
で
あ
り
、
自
立
し
て
決
定
し
た
藩

是
を
も
っ
て
、
上
か
ら
藩
士
一
般
を
ひ
き
ず
り
廻
し
、
動
員
す
る
性
格
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
抽
象
化
し
て
言
え
ば
、
支
配
階
級
の
藩

士
の
中
に
、
　
「
規
格
」
と
な
っ
た
御
前
会
議
、
す
な
わ
ち
藩
主
と
政
府
の
一
体
化
し
た
、
上
意
に
基
づ
く
権
力
機
構
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
独

自
に
、
か
つ
公
然
と
藩
是
を
審
議
し
、
藩
士
一
般
に
こ
れ
を
強
嘉
す
る
の
で
あ
る
。
文
久
二
年
七
月
の
御
前
会
議
は
、
重
大
な
国
内
情
勢
を
背

景
と
し
て
、
そ
の
相
対
的
に
自
立
し
た
権
力
機
能
を
典
型
的
に
実
現
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
内
容
的
に
言
え
ば
、
周
布
ら
の
長

州
藩
政
府
は
、
こ
う
し
て
対
外
嬢
夷
戦
争
に
藩
士
一
般
を
動
員
し
た
の
で
あ
り
、
藩
士
を
「
死
地
」
に
入
れ
る
一
「
我
（
長
州
藩
）
を
し
て
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

地
に
入
穿
よ
り
外
に
良
策
有
之
山
鹿
」
1
1
「
策
」
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
周
布
ら
は
、
来
る
べ
き
撰
夷
之
を
　
「
卵
を
以
て
石
に
投
ず
る
に
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
」
い
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
軍
制
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
藩
士
を
「
死
地
」
に
入
れ
る
敗
戦
が
必
要
だ
と
構
想
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
、
藩
士
一
般
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
た
め
に
、
前
引
の
議
論
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
。
「
有
志
の
士
」
尊
高
激
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
が
け

を
招
集
し
て
撰
夷
戦
争
の
「
魁
」
と
し
て
、
長
州
藩
を
「
死
地
」
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
州
藩

政
府
が
、
尊
話
激
派
と
一
体
化
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
尊
撰
激
派
は
、
　
「
死
地
」
の
状
況
を
作
り
出
す
た
め
の
「
魁
」
で
あ

っ
て
、
本
隊
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
急
進
的
な
馬
繋
論
で
政
府
申
枢
に
加
わ
っ
た
直
踏
付
、
前
田
孫
右
衛
門
は
、
　
「
壮
士
輩
遊
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
こ
ぶ
、
、
⑨

仕
ラ
セ
調
て
ハ
実
二
残
念
、
．
頗
ル
権
道
ヲ
用
候
時
節
二
御
座
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
　
「
壮
土
輩
」
尊
思
量
派
も
政
府
の
「
権
道
」
の
対
象
な
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
藩
士
を
「
死
地
」
に
入
れ
る
策
を
長
州
藩
政
府
は
執
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
尊
撲
藩
是
自
体
が
、
会
議

で
異
論
が
強
か
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
藩
士
一
般
と
の
合
意
形
成
の
園
路
を
欠
落
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
御
前
会
議
の
決
定
は
、
危
う

い
も
の
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
藩
士
を
「
死
地
」
に
入
れ
る
と
い
う
決
定
は
、
最
重
要
の
政
治
選
択
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
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御
前
会
議
の
藩
士
か
ら
の
相
対
的
自
立
の
矛
盾
が
い
ず
れ
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
そ
の
限
界
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
長
州
藩
は
、
文
久
二
年
七
月
の
尊
撲
藩
是
決
定
か
ら
、
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
敗
走
す
る
ま
で
、
京
都

を
中
心
と
す
る
中
央
で
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
単
身
の
実
状
は
、
京
都
と
は
様
相
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
尊
卑
藩
是
決
定
直
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
ら
、
官
地
で
俗
論
派
が
沸
騰
し
、
藩
是
に
反
対
す
る
事
件
が
起
き
る
。
後
に
第
一
回
俗
論
沸
騰
と
言
わ
れ
、
瞬
時
「
御
意
難
事
件
」
と
呼
ば

れ
た
も
の
が
こ
れ
で
あ
り
、
字
義
通
り
、
俗
論
派
藩
士
が
、
御
前
会
議
の
沙
汰
し
た
御
意
、
尊
撰
藩
是
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
俗
論
派
藩
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ

は
、
　
「
今
日
に
至
る
ま
で
、
幕
府
へ
対
し
如
何
程
の
信
義
を
尽
し
た
る
や
、
未
だ
そ
の
幾
分
を
尽
し
た
る
の
事
を
聞
か
す
、
然
る
に
今
俄
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
し
ょ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

信
義
（
幕
府
に
対
す
る
）
を
榔
棄
す
る
と
き
は
、
幕
府
の
威
に
触
れ
、
如
何
な
る
不
幸
の
思
惟
に
及
ぶ
や
計
る
へ
か
ら
す
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
r

俗
論
派
の
主
張
は
、
幕
威
を
絶
対
視
す
る
佐
幕
論
で
あ
る
が
、
意
地
の
一
藩
士
は
、
　
「
当
地
も
君
侯
（
藩
主
）
久
々
御
留
守
故
、
京
師
（
京
都
）
之

　
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

聖
杯
色
々
取
沙
汰
有
之
、
虚
実
相
分
兼
、
人
心
不
穏
候
」
と
報
じ
、
高
杉
晋
作
の
実
父
、
小
忠
太
も
「
何
と
ぞ
、
御
国
之
俗
論
も
止
ミ
候
へ
か

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

し
と
祈
り
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
俗
論
派
は
、
　
「
先
達
て
被
仰
藩
候
御
意
之
旨
煮
添
書
付
（
老
臣
副
書
）
之
文
面
、
難
及
落
着
廉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

有
之
な
と
密
々
集
会
」
し
、
数
十
人
が
藩
地
政
府
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
俗
論
騰
貴
、
潔
い
か
な
る
御
手
煩
出
来
も
難
計
」
き
情
勢

だ
っ
た
。

　
長
州
藩
政
府
は
、
下
関
に
お
け
る
嬢
夷
実
行
の
直
前
、
文
久
三
年
四
月
に
、
指
導
者
坪
井
九
右
衛
門
の
遠
島
と
他
十
一
人
の
処
罪
（
隠
居
、
減

　
　
　
　
　
　
　
⑰

禄
、
逼
塞
）
を
行
っ
た
。
同
年
五
・
六
月
の
下
関
撰
夷
戦
争
に
お
い
て
、
正
規
猛
兵
の
著
し
い
士
気
の
欠
如
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
正
規
藩
兵
が
旧
式
の
軍
隊
で
あ
り
、
非
力
か
つ
保
守
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
右
の
よ
う
な
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

の
問
題
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
撰
夷
戦
争
の
さ
な
か
の
六
月
、
政
府
員
、
前
田
孫
右
衛
門
は
、
　
「
萩
に
て
流
言
申
触
シ
、
或
ハ
張
紙
繋
累
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

人
心
を
動
乱
仕
置
も
の
厳
敷
御
探
索
、
御
軍
律
二
被
処
度
候
事
」
と
進
醤
し
て
い
る
。
萩
城
下
で
撰
野
戦
に
つ
い
て
の
流
雷
や
張
紙
が
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
の
で
あ
り
、
や
が
て
藩
主
か
ら
家
臣
百
工
の
鎮
静
を
命
ず
る
諭
書
が
、
六
月
六
日
と
七
月
二
十
日
に
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
反
政
府
の
活
動

が
、
俗
論
派
と
い
う
一
党
派
に
止
ま
ら
ず
、
広
く
藩
士
層
に
基
礎
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
事
実
、
前
田
は
、
萩
を
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⑳

「
俗
論
之
巣
窟
」
と
呼
ん
で
い
る
。
事
態
は
、
　
「
藩
士
多
数
の
向
背
」
を
無
視
し
て
書
本
藩
是
を
決
定
し
た
御
前
会
議
の
、
当
然
に
予
測
さ
る

べ
き
方
向
へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
筆
（
政
務
座
役
）
と
し
て
政
府
に
入
っ
て
い
た
木
声
孝
允
は
、
文
久
二
年
十
二
月
、
次
の
よ
う
に
政
治
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
…
…
御
国
（
長
州
藩
）
も
今
冒
よ
り
割
拠
の
覚
悟
を
き
め
、
防
長
を
一
天
地
と
相
心
得
候
て
、
速
に
用
意
不
側
て
は
、
真
に
他
日
勤
王
之
決
戦
も
六
つ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
り

　
　
敷
と
奉
子
壷
、
右
に
付
、
麻
縄
（
麻
田
公
子
、
周
布
の
改
名
）
も
…
…
御
国
御
改
革
之
大
将
に
致
し
、
高
話
（
高
杉
晋
作
）
等
帰
國
之
上
、
麻
田
翁
之
先

　
　
に
立
候
て
必
死
に
尽
力
仕
出
は
』
速
に
成
就
強
仕
候
、
も
し
も
此
義
容
易
に
稲
認
容
候
は
Σ
、
麻
翁
と
共
に
高
晋
、
弟
（
木
戸
）
等
も
一
先
亡
命
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
も
仕
、
一
周
旋
可
受
認
と
此
内
密
に
申
談
じ
候
処
、
高
年
も
も
と
よ
り
否
は
無
畜
候
、
…
…
兎
の
道
、
右
両
条
之
外
手
段
無
之
と
愚
考
仕
候

　
前
段
の
「
今
日
よ
り
割
拠
の
覚
悟
」
、
　
「
防
長
を
一
天
地
」
、
　
「
真
に
他
日
勤
王
之
決
戦
」
と
は
、
有
名
な
割
拠
論
で
あ
り
、
し
か
も
割
拠
論

と
し
て
、
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
割
拠
論
を
主
張
す
る
前
段
の
生
彩
に
比
べ
て
、
後
段
の
長
州
藩
の
国
政
改
革
を
論
ず
る
部
分

は
、
木
戸
の
苦
渋
と
決
意
を
示
し
て
余
り
あ
る
と
思
う
。
木
戸
は
、
藩
政
改
革
の
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
を
、
周
布
と
高
杉
、
そ
し
て
木
戸
自

身
の
三
人
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
帰
国
の
上
、
周
布
を
「
大
将
」
と
し
て
、
改
革
実
現
の
た
め
に
「
必
死
に
尽
力
」
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
「
容
易
に
糟
運
黒
甜
ハ
ニ
（
不
成
功
の
時
は
）
」
三
人
と
も
に
「
亡
命
（
脱
藩
こ
し
て
活
動
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
情
勢
は
、
　
「
言
条
（
藩
政
改
革
か
脱
藩
か
）
踏
外
手
段
無
毒
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
前
引
の
前
田
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
二

　
　
　
　
　
　
⑫

ッ
ー
ッ
之
御
時
節
」
に
彼
ら
は
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
国
政
改
革
」
の
主
眼
点
は
、
俗
論
派
に
た
い
す
る
闘
争
で
あ

り
、
同
時
に
周
布
ら
の
藩
内
指
導
権
の
強
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
御
意
難
事
件
」
の
処
罪
に
し
て
も
、
翌
文
久
三
年
の
四
月
、
す

な
わ
ち
周
布
や
高
杉
の
帰
国
の
翌
月
に
な
っ
て
行
い
え
た
の
で
あ
る
。
木
戸
が
提
案
し
た
よ
う
に
周
布
が
江
戸
を
発
つ
の
は
二
月
十
日
、
高
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
三
月
一
日
、
同
じ
く
江
豚
か
ら
帰
国
の
途
に
就
く
。
藩
主
は
、
こ
れ
に
先
行
し
て
、
二
月
十
二
日
に
萩
城
に
入
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
周
知
の
よ
う
に
「
絶
対
主
義
に
お
い
て
は
、
国
家
機
講
が
支
配
階
級
に
た
い
し
て
、
　
『
巨
大
な
独
立
性
と
自
立
性
』
を
」
も
つ
。
長
州
藩
に

お
い
て
も
、
核
心
と
な
る
べ
き
御
前
会
議
は
、
周
布
や
木
戸
の
よ
う
な
実
務
の
役
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
　
「
規
格
」
と
な
り
、
頻
繁
に
開
催
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幕末における御前会議と「有司」　（井上）

さ
れ
る
意
志
決
定
機
構
と
な
り
、
藩
士
一
般
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
て
ゆ
く
。
　
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
へ
の
前
進
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の

段
階
で
は
、
ま
さ
に
右
の
故
に
、
御
前
会
議
と
藩
士
一
般
と
の
乖
離
と
対
立
は
深
刻
で
あ
る
。
御
前
会
議
と
い
う
「
親
政
」
の
中
核
は
で
き
て

い
て
も
、
こ
の
御
前
会
議
へ
と
集
中
す
る
執
行
の
機
構
（
藩
制
）
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
御
意
難
事
件
」
の
発
生
は
、
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
る
。
そ
し
て
木
戸
は
、
こ
の
よ
う
な
御
前
会
議
の
危
機
の
な
か
で
、
藩
士
一
般
と
の
乖
離
を
埋
め
る
妥
協
策
で
は
な
く
、
藩
士
一
般
か
ら

乖
離
し
た
親
筆
を
維
持
す
る
た
め
に
、
　
「
載
量
之
外
手
段
無
之
」
と
い
う
、
彼
ら
の
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
を
確
定
す
る
た
め
の
「
国
政

改
革
」
、
藩
政
改
革
に
賭
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
藩
制
の
口
元
化

　
前
節
で
木
戸
が
提
案
し
た
よ
う
に
、
中
心
人
物
、
周
布
と
高
杉
が
帰
国
の
途
に
就
き
、
藩
主
も
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
十
二
日
に
萩

城
に
入
る
。
こ
こ
で
出
さ
れ
る
の
が
、
二
月
十
一
日
の
地
江
戸
政
府
合
一
令
、
す
な
わ
ち
藩
地
政
府
と
江
戸
政
府
の
舎
一
令
で
あ
る
。
こ
の
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
、
　
「
公
（
藩
主
）
の
京
都
に
在
る
に
当
り
、
世
子
と
謀
り
…
…
藩
地
に
還
る
の
後
、
二
月
十
一
日
発
令
」
さ
れ
た
。
俗
論
派
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
周
布
ら
が
「
御
直
捌
と
号
し
」
て
、
こ
の
令
を
藩
地
に
強
制
し
た
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
発
令
に
は
、
藩
主
お
よ
び
政

府
員
の
御
前
会
議
の
関
与
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
地
江
戸
政
府
合
一
令
は
、
左
の
よ
う
に
、
七
条
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
　
（
第
一
条
）

　
　
　
　
一
、
地
江
戸
合
一
に
し
て
、
加
判
役
定
員
六
人
之
内
よ
り
、
一
人
京
都
詰
、
一
人
江
戸
詰
に
て
、
妾
職
は
月
番
交
代
可
被
土
付
と
の
事

　
　
　
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
（
第
四
条
）

　
　
　
　
一
、
蔵
元
両
人
、
御
所
帯
方
、
御
用
所
役
合
併
一
局
に
し
て
定
員
六
人
、
内
一
人
京
都
詰
、
一
人
江
戸
詰
、
一
人
掛
坂
詰
可
被
仰
付
候
事
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（
第
五
条
）

　
一
、
遠
近
方
、
江
戸
方
御
右
筆
、
地
方
御
右
筆
一
局
に
し
て
定
員
六
人
、
内
一
人
京
都
詰
可
被
仰
付
候
事

（
第
六
条
）

　
一
、
郡
奉
行
四
人
に
被
仰
付
、
一
人
四
宰
判
管
轄
、
御
代
官
役
可
被
差
止
之
の
事

（
第
七
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
一
、
町
奉
行
、
作
事
奉
行
一
局
に
し
て
、
三
市
中
に
一
人
宛
可
被
鍵
盤
糧
嚢

24　（622）

　
省
略
し
た
第
二
条
と
第
三
条
は
、
裏
判
役
（
傘
地
家
老
、
当
職
の
補
佐
役
）
の
廃
止
、
用
談
役
の
手
元
役
兼
務
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
合
一
令
に

よ
っ
て
、
加
判
役
と
当
職
、
当
役
で
構
成
さ
れ
て
い
た
藩
制
最
高
位
の
役
職
、
い
わ
ゆ
る
「
当
役
中
し
は
、
加
判
役
一
局
に
縮
小
さ
れ
（
第
一
条
）
、

財
務
部
局
（
第
四
条
）
、
政
務
部
局
（
第
五
条
）
、
地
方
支
配
機
構
（
第
六
条
）
、
町
方
支
配
機
構
（
第
七
条
）
が
徹
底
的
に
簡
素
集
中
化
さ
れ
た
。
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

条
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
代
官
す
ら
全
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
地
江
戸
政
府
舎
一
令
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
の
は
A
第
五
条
で
あ
っ
て
、
江
戸
方
と
地
方
の
両
右
筆
と
、
加
え
て
、
家
臣
団
の
会
計

処
理
や
罪
科
の
最
終
裁
決
を
行
い
、
こ
れ
の
統
制
に
当
る
遠
近
方
の
三
者
が
合
併
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
合
併
後
、
そ
の
実
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

相
応
し
く
「
政
務
三
役
」
と
正
式
に
改
称
ざ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
実
権
掌
握
を
一
層
、
確
実
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
内

一
人
占
都
詰
」
に
当
っ
た
の
は
木
戸
で
あ
る
。
ま
た
第
一
条
で
統
一
さ
れ
た
加
判
役
は
、
定
員
六
人
、
う
ち
二
人
が
京
都
と
江
野
島
、
残
り
四

人
が
月
番
制
で
藩
地
の
当
職
（
家
老
）
に
当
る
こ
と
に
さ
れ
た
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
四
人
が
月
番
制
を
採
る
最
高
位
の
役
職
、
文
久
の
加
判

役
制
が
、
幕
府
の
老
申
制
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
藩
邸
の
政
府
を
廃
止
し
た
長
州
藩
が
幕
府
制
度
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
形
式
が
同
じ
で
あ
り
、
仮
に
幕
府
綱
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
に
し
て
も
、
文
久
の
藩
綱
改
革
が
、
長
州
藩

の
小
幕
府
化
と
決
定
的
に
異
る
の
は
、
政
務
の
実
権
の
所
在
が
違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
幕
府
制
度
に
お
い
て
は
、
最
高
位
の
役
職
、
二
万
五
千

石
以
上
の
譜
代
大
名
が
任
ず
る
老
中
の
指
導
性
は
、
幕
末
に
お
い
て
も
、
若
年
寄
以
下
を
圧
倒
し
、
強
固
で
あ
っ
た
。
こ
れ
乏
対
照
的
に
、
長
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袋w文久藩制改革：図

哩談製
　　（手元役兼務）

　　　　li
宍戸九郎兵御（120石）

脇姦計劃
　　　　　　月
（蔵元役・政務座より一名ずつ）

　　北条瀬兵衛（110石）

　　山田宇右衛門（100石）

　　　　　［璽

（遠近方・地方江戸方右筆の合併）

　　　　　中村　文右衛門（48石）

　　　　　ばi田　宇右衛門（100石）

　　　　桂小五郎（木戸）（90石）

　（見習）　　歪火　　村　　一挺　　蔵　（　64石）

　（見習）中村誠一一・一（6Q石）

　　　　　天　野　謙　吉（100石）

　　　　　隅田円助（142石）

　　　　｝蔵va役
　　　　l
　　　　　　　ll
　（蔵元両人役・用所役・所帯：方合併）

福原　与雀兵衛

村田　次郎三郎（161石）

北　条　瀬兵衛（110石）

来島又兵衛（60石）
竹内庄兵衛（103石）
佐久間　佐兵衛（185石）

（備考）　1）　il修訂防長回天史』3の下，352～61頁，『萩藩分限帳』に拠る。

州
藩
の
実
権
は
、
す
で
に
加
判
役
に
は
な
く
、
も
と
も
と
当
職
、

当
役
の
「
手
子
中
」
で
あ
っ
て
、
今
や
手
元
役
を
兼
ね
る
用
談

役
と
、
合
一
令
第
五
条
で
合
同
さ
れ
た
右
筆
の
実
務
役
人
に
存

在
し
て
い
た
。
最
初
、
政
務
座
役
と
な
っ
た
の
は
、
上
掲
表
W

の
七
人
で
あ
り
、
木
戸
と
山
田
亦
介
以
外
は
、
中
間
派
の
穏
健

な
実
務
役
人
が
登
用
さ
れ
て
お
り
、
後
に
、
高
杉
や
久
坂
玄
瑞

ら
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
木
戸
は
、
十
月
、
直
目
付
と
な
り
、
要

　
　
　
　
　
㊧

職
を
押
さ
え
る
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
百
石
前
後
の
、
正
規
藩

兵
の
大
組
に
属
す
る
小
身
家
臣
団
で
み
る
。
こ
の
よ
う
に
文
久

の
地
江
戸
政
府
合
一
令
は
、
地
方
政
府
と
江
戸
政
府
の
単
な
る

合
同
に
止
ま
ら
ず
、
御
前
会
議
を
構
成
す
る
加
判
役
、
用
談
役
、

就
中
、
政
務
座
役
を
中
心
と
し
て
政
務
、
財
務
、
民
政
の
機
構

が
徹
底
し
た
一
元
化
を
目
指
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
文
久
の
藩
鰯
改
革
は
、
表
W
に
示
し
た
よ
う
な
機
構
と
理
解

さ
れ
る
。
慶
応
期
、
討
幕
派
長
州
藩
の
藩
制
を
表
V
に
掲
げ
、

こ
れ
と
比
較
し
た
い
と
思
う
。
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
五
月
の

宮
制
改
革
で
成
っ
た
慶
応
期
の
長
州
藩
制
を
芝
原
拓
自
氏
は
、
・

「
文
久
期
以
上
に
徹
底
し
た
」
、
「
絶
対
主
義
」
化
と
評
価
し
て

　
⑳
い
る
。
確
か
に
、
慶
応
期
、
木
戸
ら
の
討
幕
派
政
府
は
、
一
時
、
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用談役
　（露）

木戸孝牟（90石）

蔵元役

　
　
子
棄

　
御
合

　
戸
の

翻
江
豚

　
・
方

　
役
帯

　
人
所

　
両
・

　
元
役

　
蔵
所一

玉　木　文之進（40石）

山県　九右衛門（250石）

山県弥八（114石）
北　条　瀬兵衛（110石）

正　木　市太郎（188石）

中島　市郎兵衛（123石）

国重徳次郎
久　保　松太郎（50石）

　　　手元役
　　　　巨
（用三役・蔵元役より一名ずつ）

　山田宇右衛門（100石）

　玉木　文之進（40石）

　　　　唖所釦
噺役催役．幽樺役。合併

　（罠政方引請）

渡辺伊兵衛
秋村十蔵（64石）

　（鼠政方引請）

山田　宇右衛門（100石）

身fE　重　　譲　　蔵　（　60石）

広沢真臣（104石）
前　原　一一誠（48石）

中村誠一（60石）
藤旺1与次右衛評冒　（　40石）

（備考）　1）芝原拓自前掲書，284頁の図に拠る。

　　2）　「御書附控」第47冊，『修訂防長回天史』5の上，136～7頁，2G7～10頁。

　　3）二度発足聴，慶応元年5月頃の役職者を採り，芝原氏の図に補訂を加えた。

政
権
を
握
っ
た
俗
論
派
を
元
治
の
内
戦
で
武
力

に
よ
っ
て
打
倒
し
、
藩
内
矛
盾
を
解
消
し
て
権

力
を
握
っ
た
の
で
あ
り
、
改
革
も
徹
底
し
て
実

行
さ
れ
え
た
。
特
に
、
軍
制
改
革
に
お
い
て
、

こ
れ
が
著
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
藩
舗
の
改

革
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
む
し
ろ
注
爵
さ
れ
る
の

は
、
両
改
革
の
基
本
的
骨
格
の
岡
一
性
だ
と
思

う
。
大
枠
で
あ
る
財
務
と
政
務
の
区
分
の
共
通

性
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
核
心
と
な
る

文
久
の
用
談
役
・
用
務
取
計
役
制
と
、
慶
応
の

用
談
役
・
手
元
役
制
を
表
で
比
較
し
て
も
、
慶

応
期
は
、
用
談
役
と
政
務
の
代
表
、
財
務
の
代

蓑
の
両
手
元
役
の
三
人
制
で
あ
り
、
文
久
期
も

実
は
、
表
で
分
か
る
よ
う
に
、
用
談
役
と
政
務

座
兼
務
役
人
、
蔵
元
役
兼
務
役
人
の
両
用
務
取

計
役
の
、
同
じ
三
人
制
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
務
代
表
役
と
な
っ
た
山
田
宇
右
衛
門
（
文
久

．
慶
応
）
、
北
条
瀬
兵
衛
（
文
久
）
、
玉
木
文
之
進

（
慶
憾
）
が
、
い
ず
れ
も
穏
健
な
実
務
に
徹
し
た
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能
吏
で
あ
る
こ
と
も
、
同
じ
構
造
に
基
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
俗
論
派
と
の
政
争
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
文
久
三
年
の
藩
制
改

革
が
、
当
時
の
情
勢
を
考
え
合
せ
る
時
に
、
む
し
ろ
、
い
か
に
思
い
切
っ
た
ラ
ジ
カ
ル
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
支
配
機
構
の
簡
素
集
中
化
の
大
前
提
が
藩
地
政
府
と
江
戸
政
府
の
一
元
化
で
あ
る
。
俗
論
派
は
、
翌
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
権

力
を
奪
取
す
る
際
に
、
地
江
戸
政
府
単
一
令
を
「
御
国
政
基
本
」
を
変
更
し
た
も
の
だ
と
、
批
判
を
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
よ
う

に
安
政
五
年
の
藩
政
改
革
綱
領
作
成
の
御
前
会
議
当
日
に
罷
免
さ
れ
た
工
藤
半
右
衛
門
は
、
こ
の
時
俗
派
論
の
論
客
と
な
っ
て
再
登
場
し
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

治
元
年
九
月
頃
周
布
派
批
判
の
歎
願
書
を
、
支
藩
の
岩
国
藩
主
、
吉
川
経
幹
に
提
出
し
た
。
歎
願
書
の
第
一
条
、
「
御
国
政
基
本
御
挽
回
濡
事
」

に
、
文
久
藩
制
改
革
に
た
い
す
る
俗
論
派
の
批
判
点
が
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
順
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。
最
初
に
、
俗

論
派
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
そ
く

　
　
ω
　
右
（
藩
政
）
基
本
之
儀
は
、
江
戸
当
役
（
江
戸
政
府
）
、
地
方
職
役
（
量
地
政
府
）
、
御
冠
目
付
之
三
役
を
以
、
鼎
足
之
如
く
、
互
二
三
を
為
さ
る

　
　
　
様
、
御
瞬
章
御
座
候
処
…
…

　
俗
論
派
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
藩
政
の
「
基
本
」
、
「
御
旧
章
」
は
、
江
戸
政
府
と
藩
地
政
府
と
直
目
付
一
藩
主
の
座
右
に
、
唯
一
、
随
時
出

入
を
許
さ
れ
る
監
察
方
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
藩
主
の
側
近
で
あ
る
。
1
の
三
役
の
「
鼎
足
」
、
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
に
在
っ
た
。
た

と
え
ば
、
前
章
で
見
た
安
政
五
年
の
藩
是
を
め
ぐ
る
政
争
は
、
藩
地
政
府
の
江
芦
政
府
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
政
府
の
拒
否
、
藩
地

政
府
と
江
戸
政
府
と
の
交
代
劇
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
御
国
政
基
本
」
た
る
べ
き
「
鼎
足
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
か
ら

「
藩
士
一
般
の
志
向
」
が
集
約
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
り
、
　
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
が
樹
立
し
て
い
な
い
近
世
の
藩
政
に
お
い
て
は
、

歎
願
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
政
府
の
「
互
二
黒
を
為
さ
る
」
こ
と
、
あ
る
政
府
の
「
私
」
で
は
な
く
、
江
戸
政
府
、
団
地
政
府
と
直
目

付
の
三
部
局
の
総
意
、
あ
る
「
公
」
i
も
ち
ろ
ん
近
代
の
公
と
は
違
う
一
に
基
づ
く
こ
と
が
、
藩
政
の
安
定
の
た
め
に
尊
重
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
毛
利
家
の
「
御
旧
章
」
の
理
想
型
に
他
な
ら
な
い
。

　
俗
論
派
は
、
右
の
よ
う
な
藩
政
の
基
本
に
か
ん
す
る
指
摘
を
思
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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②
　
先
年
、
益
田
右
衛
門
介
、
江
戸
当
役
二
相
成
候
よ
り
（
安
政
五
年
の
政
変
を
指
す
）
、
権
威
悉
く
江
戸
紫
政
二
帰
し
、
属
吏
麻
田
公
輔
（
周
布
の
改

　
　
　
称
名
）
扶
助
を
為
し
…
…
内
外
群
吏
朋
党
之
儀
を
相
謀
り
…
…

・
益
田
右
衛
門
介
（
弾
正
）
が
、
江
戸
当
役
（
家
老
）
に
就
任
し
た
安
政
五
年
か
ら
、
周
布
を
中
心
と
す
る
「
群
吏
朋
党
」
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
安
政
五
年
と
い
う
年
に
つ
い
て
、
別
の
俗
論
派
の
歎
願
書
も
、
禁
門
の
変
な
ど
の
暴
挙
は
「
元
ト
五
・
六
年
来
（
安
政
五
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

六
年
に
当
る
）
醸
来
候
事
二
て
、
全
く
一
朝
之
故
二
て
は
無
御
座
」
と
述
べ
て
い
る
。
周
布
派
の
地
江
戸
政
府
舎
一
令
が
、
第
一
章
で
述
べ
た
安

政
五
年
の
藩
政
改
革
か
ら
「
四
聖
」
つ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
帰
結
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
、
反
対
派
に
よ
っ
て
明
言
さ
れ
て
い
る
り
で
あ
る
。

俗
論
派
は
、
さ
ら
に
、
周
布
や
木
戸
の
政
府
が
行
っ
た
地
江
戸
政
府
合
一
令
を
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
③
　
甚
敷
二
階
候
て
は
、
地
方
贈
爵
、
御
薗
目
付
を
も
同
志
之
老
を
及
選
挙
、
頻
二
我
意
を
振
舞
、
終
、
二
瀬
夏
蔦
直
捌
と
号
し
、
御
手
章
を
廃
し
、
地
回

　
　
　
戸
職
役
を
止
メ
、
当
役
中
月
番
順
次
を
以
御
政
事
取
捌
寝
様
仕
癖
、
右
脚
当
役
中
（
益
田
）
右
衛
介
、
右
二
出
る
者
ハ
無
論
と
謀
り
、
万
端
、
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
介
、
晶
朋
田
、
庶
…
田
（
周
布
）
私
を
露
霜
イ
干
山
猫
二
御
　
座
候
、
右
御
　
同
音
帯
へ
御
　
…
挽
回
磁
｛
之
候
て
は
、
御
　
政
事
規
犠
　
相
…
立
不
申
候
付
：
：
：

　
俗
論
派
の
批
判
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
「
御
黒
髭
を
廃
し
潤
た
地
江
戸
政
府
合
一
令
が
、
「
去
夏
、
御
直
島
と
号
し
」
、
藩
主
の
上
意

と
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
で
で
あ
る
。
俗
論
派
は
、
地
江
戸
政
府
合
一
令
が
出
さ
れ
た
時
期
を
「
去
夏
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
文
久
三
年
二
月
の
春
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
の
ず
れ
に
つ
い
て
は
後
述
七
た
い
と
思
う
。
第
二
に
、
地

江
戸
政
府
合
一
令
の
実
態
は
、
益
田
、
前
照
、
そ
し
て
周
布
ら
の
「
右
二
出
る
者
ハ
無
骨
」
と
い
う
謀
り
事
、
す
な
わ
ち
、
周
布
ら
の
独
裁
体

制
の
計
画
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
の
一
元
化
に
よ
っ
て
、
　
「
鼎
足
」
が
崩
れ
、
安
政
五
年
の
時
の
よ
う
に
、
藩
地
政
府
が
意
志
統
一
し
、

江
戸
政
府
に
反
逆
す
る
形
態
の
政
変
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
俗
論
派
は
、
こ
れ
を
、
益
田
、
前
田
、
周
布
一
1
見
て
来
た

よ
う
に
、
中
心
は
周
布
で
あ
り
、
周
布
を
補
佐
す
る
木
芦
で
あ
る
1
1
の
「
私
を
労
働
手
術
」
と
呼
ん
で
い
る
。
手
術
は
、
　
「
て
ぽ
か
り
」
と

読
む
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
「
御
国
政
基
本
」
を
改
め
た
政
府
の
一
元
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
能
吏
集
団
の
「
私
」
、
　
つ
ま
り
彼
ら
の
専

断
を
上
意
を
背
景
と
し
て
藩
政
全
般
に
貫
徹
さ
せ
る
体
制
が
、
本
格
的
に
構
築
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
政
府
の
一
元
化
と
と
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も
に
、
御
前
会
議
の
内
実
も
完
成
へ
と
向
っ
て
ゆ
く
。
文
久
三
年
三
月
八
日
、
萩
誠
大
書
院
を
政
事
堂
と
改
称
し
、
つ
い
で
三
月
二
十
四
日
、

藩
主
が
政
事
堂
に
臨
み
、
庶
務
の
全
般
を
親
裁
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
一
例
と
な
っ
た
。
御
前
会
議
の
体
制
が
機
構
化
し
、
政
府
員
は
、
日
常

的
に
御
前
で
政
務
を
執
る
の
で
あ
り
、
政
府
は
、
御
前
会
議
に
包
摂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
六
月
十
四
日
、
下
関
穰
夷
戦
争
の
直
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

萩
か
ら
山
田
へ
政
事
堂
を
移
転
す
る
こ
と
が
、
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
萩
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
「
俗
論
之
巣
窟
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

政
事
堂
は
、
萩
か
ら
山
口
へ
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
藩
士
一
般
」
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
専
断
の
体
制
へ
と
、
ま
た
一
歩
進
ん
だ
の
で
あ

る
。
機
構
化
し
た
御
前
会
議
と
一
元
化
し
た
政
府
、
こ
の
両
者
こ
そ
、
長
州
藩
に
お
け
る
絶
対
主
義
の
政
治
田
下
へ
の
確
か
な
一
段
階
だ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
布
や
木
芦
は
、
こ
う
し
て
、
ま
さ
に
藩
士
一
般
に
た
い
し
て
「
私
」
を
働
く
、
専
断
の
体
制
へ
と
穿
っ
た
の
で

あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
長
州
藩
の
地
江
戸
政
府
合
一
令
は
、
文
久
三
年
二
月
の
春
に
発
令
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
俗
論
派
は
、
こ
れ
を
批
判
す
る

に
際
し
て
、
　
「
終
二
去
夏
、
御
直
捌
と
号
し
」
と
、
文
久
三
年
夏
に
行
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
事
実
の
喰
い
違
い
が
あ
る
の
だ

が
、
俗
論
派
の
認
識
に
も
、
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
文
久
三
年
夏
、
正
確
に
は
、
文
久
三
年
六
月
一
四
日
に
政
事
堂
の
山
口
移
転
が
決
定
さ
れ

た
。
一
方
、
萩
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
「
俗
論
之
巣
窟
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
山
口
移
転
が
持
つ
意
味
は
、
そ
れ
自
体
、
重
要
な
の
で
あ
り
、

単
な
る
場
所
変
換
以
上
の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
元
治
元
年
末
に
蜂
起
し
た
俗
論
派
は
、
政
府
批
判
の
中
で
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
吉
川
経
幹
に
九
月
七
日
に
密
か
に
面
会
を
求
め
た
俗
論
派
藩
土
は
、
吉
川
家
重
臣
に
応
接
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
（
現
政
府
が
）
始
終
非
を
遂
候
好
計
量
工
ミ
萩
住
居
之
者
一
切
、
御
膝
元
へ
黒
虫
出
様
二
と
種
々
紀
律
を
設
ケ
、
遂
二
二
越
之
古
法
を
主
張
候
類
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

　
　
次
第
、
全
く
言
語
を
塞
キ
、
愚
を
愚
二
す
る
之
企
、
如
何
二
も
切
歯
二
不
堪
…
・

　
「
坂
越
之
古
法
」
は
、
通
行
に
か
ん
す
る
何
ら
か
の
古
来
の
法
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
政
府
が
、
萩
城
下

の
藩
士
一
般
（
「
萩
任
居
之
者
一
切
」
）
に
た
い
し
て
、
山
口
（
「
御
膝
元
」
）
ぺ
の
通
行
を
規
制
し
、
遂
に
は
、
当
時
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
古
い

法
を
提
起
し
た
こ
と
は
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
物
理
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
藩
主
と
政
府
の
御
前
会
議
の
体
制
が
藩
士
一
般
か
ら
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独
立
し
た
こ
と
が
、
俗
論
派
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
か
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
思
う
。
か
つ
て
御
前
会
議
は
、
制
度

と
し
て
藩
士
一
般
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
空
間
と
し
て
も
藩
士
一
般
か
ら
自
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
政
事

堂
の
山
口
へ
の
「
脱
出
」
－
こ
の
表
現
が
事
実
に
相
応
し
い
だ
ろ
う
一
…
に
よ
っ
て
、
周
布
ら
の
専
断
の
体
制
は
、
ま
た
、
さ
ら
に
完
成
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
文
久
三
年
十
月
十
五
日
に
は
、
蔵
元
諸
役
所
、
郡
奉
行
の
役
所
も
山
ロ
へ
移
り
、
翌
元
治
元
年
八
月
に
は
「
政
務
座
、

手
当
方
（
軍
事
方
）
」
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
、
政
務
と
軍
事
が
一
元
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
藩
政
機
構
の
御
前
会
議
の
下
へ
の
一
元
化

は
、
一
歩
～
歩
、
順
に
進
行
し
、
絶
対
主
義
へ
の
傾
斜
が
進
展
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
御
前
会
議
の
藩
士
一
般
か
ら
の
相
対
的
自
立
に
と
っ

て
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
な
し
た
の
は
、
政
事
堂
の
山
脚
へ
の
「
脱
出
」
な
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
俗
論
派
は
、
御
前
会
議
の
専
断
が
実
効

的
に
開
始
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
去
夏
」
、
文
久
三
年
六
月
を
挙
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
法
湖
史
家
メ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
ー
は
、
「
絶
対
主
義
の
下
で

　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゐ

は
君
主
と
国
家
と
が
大
幅
に
同
一
視
さ
れ
た
の
で
、
君
主
が
ど
こ
に
居
城
を
構
え
る
か
も
や
は
り
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
」
と
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
、
一
七
世
紀
、
絶
対
主
義
の
国
法
学
者
、
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ッ
ト
ー
の
「
君
主
居
る
所
に
宮
廷
あ
り
」
と
い
う
表
現
を
引
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
頃
、
木
戸
が
多
用
し
た
表
現
に
、
　
「
公
（
藩
主
）
之
御
断
に
て
御
抑
揚
無
覧
て
は
、
御
料
理
は
出
来
不
申
」
（
文
久
三
年
一
二
月
一
八
日
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
御
親
ら
御
料
上
被
遊
」
（
元
治
元
年
正
月
二
〇
日
）
、
　
「
此
率
由
料
理
は
下
に
て
は
中
々
出
来
不
申
」
（
同
）
な
ど
が
あ
る
。
料
理
と
い
う
表
現
に

は
、
　
「
藩
士
一
般
」
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
、
　
「
藩
士
一
般
」
を
操
作
す
る
木
芦
の
御
前
会
議
、
そ
の
機
構
化
し
た
政
事
堂
に
依
拠
し
た
絶
対

主
義
的
政
治
家
の
資
質
の
芽
生
え
を
示
す
も
の
が
あ
る
と
思
う
一
i
イ
タ
リ
ア
の
”
、
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
絶
対
主
義
的
政
治
を
医
術
の
立
場
か
ら

し
ば
し
ば
論
じ
た
が
、
日
本
の
木
戸
は
、
こ
れ
に
台
所
の
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
一
。

＠＠＠＠o

『
修
訂
防
長
圓
古
史
』
三
の
上
　
～
二
〇
六
i
七
頁
。

『
長
弾
雅
楽
詳
俵
』
一
九
七
頁
等
。

二
二
　
一
九
九
頁
。

㎜
図
右
　
　
～
九
六
｝
貝
。

「
浦
艮
記
」
文
久
三
年
八
月
二
〇
日
の
御
前
会
議
も
、

や
は
り
同
様
め
座
配
で

　
あ
る
。
こ
の
図
は
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
四
の
上
　
三
九
i
四
〇
頁
に
も
収
録
さ

　
れ
て
い
る
。

⑥
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
一
　
文
久
三
年
六
月
二
四
日
　
如
暑
熱
書
状
　
三
七
五
頁
、

　
文
久
三
年
九
月
四
日
　
村
田
次
郎
三
郎
宛
欝
状
　
賜
〇
九
頁
。

⑦
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
一
二
九
四
頁
長
州
藩
主
上
書
。
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⑧
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
下
四
二
九
頁
文
久
三
年
馬
関
（
下
関
）
巡

検
復
命
書
。

⑨
「
年
度
別
書
溝
口
」
1
3
前
田
他
書
状
文
久
二
年
一
一
月
山
口
県
文
書
館

　
蔵
⑩
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
四
の
上
五
八
頁
。

⑪
　
「
宮
武
間
周
旋
如
末
」
二
の
九
コ
口
県
文
書
館
蔵
。

⑫
　
岡
右
。

⑬
　
「
年
度
内
書
翰
集
」
1
3
　
文
久
二
年
一
一
月
八
霞
　
山
県
半
七
書
状
。

⑭
　
同
右
　
文
久
二
年
一
一
月
八
日
　
高
杉
小
忠
太
書
状
。

⑮
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
上
三
八
二
頁
文
久
三
年
閾
入
月
一
七
日
江

　
戸
政
府
書
状
。

⑯
「
年
度
別
書
翰
集
」
1
3
文
久
二
年
｝
○
月
二
一
日
北
条
瀬
兵
衛
書
状
。

⑰
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
下
＝
一
二
頁
。

⑲
　
　
「
年
度
別
書
翰
…
集
」
1
5
　
文
久
ゴ
…
年
六
B
刀
　
汕
崩
照
書
状
。

⑲
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
下
多
〇
八
－
一
〇
頁
。

⑳
　
注
⑨
に
同
じ
。

⑳
　
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
一
　
文
久
二
年
一
二
月
　
二
八
八
頁
。

＠
注
⑩
に
同
じ
。

⑱
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
無
三
の
下
勲
閥
頁
。

⑳
　
下
山
三
郎
『
明
治
維
新
研
究
史
論
』
　
御
茶
の
水
霜
房
　
一
九
六
〇
年
　
二
二

　
四
頁
、
　
「
巨
大
な
独
立
性
と
自
立
性
」
と
い
う
表
現
は
、
　
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
｝

　
七
巻
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

⑳
）
　
『
修
訂
防
長
國
天
史
』
三
の
下
八
二
頁
。

⑳
同
右
ハ
ニ
ー
三
頁
。

⑳
山
口
県
文
書
館
『
防
長
風
土
注
進
案
研
究
要
覧
』
山
口
県
地
方
史
学
会
一
九

　
六
六
年
所
収
の
「
諸
郡
代
官
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
代
官
制
改
革
は
実
行
さ
れ

　
た
。

⑳
　
『
修
訂
防
長
圓
天
史
』
三
の
下
三
五
三
頁
。

⑭
　
岡
右
　
瓢
一
五
七
頁
。

⑳
　
芝
原
拓
自
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
』
　
御
茶
の
水
書
房
　
一
九
六
五
年
　
二

　
八
二
i
三
頁
。

⑳
　
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
一
　
四
七
ニ
ー
七
頁
。

⑳
　
同
右
　
四
六
九
頁
。

⑳
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
下
八
三
－
四
頁
。

⑭
同
右
　
八
四
頁
。

⑳
　
岡
右
　
一
入
七
－
八
頁
。

⑳
　
　
『
出
口
田
川
経
齢
刊
周
旋
記
』
　
一
　
四
六
六
百
一
。

⑳
　
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
四
の
上
　
一
六
二
頁
。

⑱
同
右
　
四
の
下
　
一
七
五
頁
。

⑳
　
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
メ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
ー
「
ド
イ
ツ
絶
薄
主
義
に
お
け
る
国
家
と
ユ

　
ス
・
プ
ブ
リ
ク
ム
」
　
前
掲
成
瀬
編
訳
『
伝
統
裁
会
と
近
代
国
家
』
　
五
二
頁
。

⑩
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
一
　
岡
善
右
衛
門
宛
書
状
　
四
三
三
頁
、
同
書
　
二
　
宛

　
先
不
明
　
六
頁
。
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第
三
章
　
臼
本
的
絶
対
主
義
の
形
成

32　（63e）

第
一
節
　
「
有
司
」
の
系
譜

　
文
久
藩
政
改
革
を
推
進
し
た
の
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
周
布
政
之
助
、
木
戸
孝
允
、
高
杉
晋
作
、
そ
し
て
前
田
孫
右
衛
門
、
宍
戸
九
郎
兵

衛
ら
の
政
府
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
府
員
た
ち
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
本
節
で
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
前
章
で
掲
げ
た
俗
論
派
、
工
藤
半
右
衛
門
の
歎
願
書
は
、
結
論
と
し
て
次
の
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　
…
…
大
小
膚
司
書
一
洗
、
地
・
江
戸
当
役
、
聖
書
吏
（
直
爵
付
）
鼎
足
之
御
旧
典
へ
被
復
思
様
御
手
を
不
被
下
呂
て
は
、
何
程
御
苦
労
被
遊
手
配
意
候
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
も
無
益
二
属
し
、
終
二
亡
国
二
立
至
：
：

　
俗
論
派
は
、
　
「
大
小
有
司
御
｝
洗
」
つ
ま
り
「
有
司
」
全
員
の
罷
免
と
、
三
役
「
鼎
足
」
の
「
御
玉
典
」
へ
の
復
帰
の
二
つ
を
、
　
「
亡
国
」

に
至
ら
な
い
た
め
の
習
字
隈
の
要
求
と
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
前
者
の
「
有
司
」
と

い
う
言
葉
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
有
司
と
い
う
の
は
、
役
人
を
指
す
が
、
通
常
、
役
人
一
般
で
は
な
く
、
要
職
の
役
人
を
言
う
。
事
実
、
工

難
馨
は
・
「
御
直
得
等
差
人
・
政
事
藁
癬
前
田
孫
右
衛
門
麻
田
公
輔
（
周
布
整
助
）
・
渡
叢
か
（
内
蔵
太
）
其
外
大
小
有
司
番

　
　
②

朋
党
仕
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
当
時
、
前
田
は
手
元
役
、
渡
辺
は
政
務
座
役
で
あ
り
、
　
黙
有
司
」
は
、
こ
れ
ら
政
府
の
要
職
に
在
る
役
人
を
指

し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　
村
闘
清
風
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
の
長
州
藩
飛
越
に
拡
が
っ
た
百
姓
一
揆
当
時
、
手
元
役
で
あ
っ
た
が
、
「
此
乱
何
事
よ
り
萌
さ
し
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
③

か
、
漫
々
工
夫
あ
る
へ
き
事
な
り
、
罪
は
政
を
な
す
人
二
あ
る
へ
し
、
出
納
を
司
る
役
人
ニ
ハ
な
し
と
知
る
へ
し
」
と
記
し
た
。
近
世
後
期
の

藩
政
の
実
権
は
、
前
述
の
よ
う
に
実
務
の
役
入
に
移
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
「
出
納
を
司
る
」
、
藩
役
人
の
大
多
数
を
占
め
る
技
術
者
的
役
人

へ
の
移
行
で
は
な
い
。
実
権
は
、
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
政
を
な
す
人
」
、
政
務
の
実
務
役
人
に
、
つ
ま
り
前
述
の
御
前
会
議
に
参
加
す
る
「
手



幕宋における御前会議と「有司」　（井上）

子
中
」
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
御
前
会
議
に
お
い
て
「
二
の
間
」
に
座
配
を
占
め
、
実
質
的
に
会
議
を
推
進
し
た
。
　
「
手
子
中
」

は
、
も
と
も
と
当
職
、
当
役
の
付
属
役
人
（
「
属
吏
」
）
で
あ
り
、
　
「
何
か
し
の
御
手
元
」
と
呼
ば
れ
、
当
職
、
当
役
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
プ

レ
ー
ン
を
構
成
し
て
お
い
た
の
で
あ
っ
て
、
近
世
後
期
の
藩
政
の
実
権
は
、
当
職
、
当
役
か
ら
彼
ら
に
移
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、

　
村
田
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
「
負
債
談
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
…
…
国
家
の
貧
病
も
、
此
御
心
得
に
て
御
簾
堂
守
仰
付
度
、
諸
有
司
日
日
取
扱
書
中
に
御
仕
與
（
天
保
藩
政
改
革
）
之
立
と
不
立
と
は
有
之
事
に
て

　
右
の
よ
う
に
、
前
述
の
「
政
を
な
す
人
」
は
、
天
保
期
に
も
「
有
司
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
右
筆
か
ら
手
元
役
、
用

談
役
（
当
役
補
佐
、
後
述
）
へ
と
昇
進
し
た
村
田
自
身
が
、
「
有
司
」
の
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
「
有
司
」
を
、
「
手
子

衆
」
と
も
「
手
元
窮
し
と
も
呼
称
し
、
ま
た
藩
内
「
総
聞
之
役
座
」
、
あ
る
い
は
「
上
下
之
際
に
被
相
立
、
御
国
中
上
下
之
意
を
御
出
納
」
す

　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
役
と
述
べ
て
い
る
。
　
「
有
司
」
村
田
の
自
負
は
、
藩
政
の
実
権
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
天
保
改
革
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
村
田
は
、
財
政
整
理
の
基
本
方
針
を
述
べ
た
「
御
仕
組
大
匿
途
」
（
天
保
九
年
）
や
、
改
革
大
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
論
じ
た
。
「
流
弊
改
正
意
見
」
（
天
保
一
一
年
）
そ
の
他
の
建
白
書
か
ら
も
十
分
に
窺
え
る
よ
う
に
、
明
晰
で
合
理
的
な
、
そ
し
て
「
精
勤
専
一
」

の
実
務
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
「
和
漢
の
学
よ
り
ハ
、
御
家
の
三
十
三
ヶ
条
（
万
治
制
法
、
毛
利
家
の
基
本
法
典
）
の
学
第
一
二
候
間
、
夜
白
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

右
一
一
置
、
御
守
リ
二
様
二
毛
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
を
こ
そ
出
発
点
と
す
る
徹
底
し
た
実
務
の
役
人
で
あ
る
。
そ
の
実
務
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

る
練
達
は
、
　
「
第
一
地
理
図
（
防
長
海
陸
明
細
絵
図
）
、
戸
籍
帳
、
国
郡
志
（
防
長
風
土
注
進
案
）
之
御
記
六
、
此
三
通
り
之
御
手
控
有
之
候
ハ
x
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑧

御
両
国
（
周
防
・
長
門
、
長
州
藩
）
色
事
ハ
暗
夜
も
掌
の
上
二
戸
握
り
被
成
候
様
二
可
有
之
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

紀
州
藩
に
お
い
て
も
、
水
林
彪
馬
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藩
政
の
実
権
は
、
　
「
加
判
之
列
」
か
ら
「
元
来
、
加
判
一
列
の
審
議
の
た
め
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

調
べ
を
行
う
に
す
ぎ
な
い
官
職
」
で
あ
っ
た
「
奥
右
筆
」
に
移
っ
た
の
で
あ
り
、
事
態
は
、
長
州
藩
と
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
務
役
人
は
、

「
鷹
大
な
法
規
、
先
例
を
ほ
と
ん
ど
暗
論
ず
る
ほ
ど
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
水
林
琉
は
、
こ
の
よ
う
な
実
務
役
人
の
現
実
主
義
、
合
理
主
義
を
、
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「
近
世
的
世
界
が
生
み
だ
し
、
近
世
的
支
配
を
担
っ
た
新
し
い
人
間
類
型
の
一
つ
」
と
見
な
す
。
ま
た
、
彼
ら
を
「
非
人
格
的
」
で
「
合
理
的

な
官
僚
制
偏
と
呼
び
、
彼
ら
か
ら
「
精
神
な
き
専
門
人
、
情
熱
な
き
享
楽
人
」
と
い
う
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

氏
の
評
価
の
前
半
部
分
は
、
卓
見
で
あ
り
、
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
半
の
部
分
、
人
間
類
型
と
し
て
の
「
非
人
格
的
」
、
機
構
と
し
て

の
「
合
理
的
な
官
僚
制
」
と
い
う
把
握
に
は
、
と
く
に
幕
末
の
状
況
に
つ
い
て
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

　
「
有
司
」
村
田
は
、
合
理
的
で
現
実
主
義
的
な
練
達
し
た
実
務
役
人
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
「
時
々
刻
々
事
に
臨
み
、
公
と
私
と
の
差
別
を

　
　
　
　
こ
う
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
た
し
、
毫
厘
の
私
心
も
は
ら
ひ
棄
、
上
下
へ
対
し
、
少
し
も
直
る
心
無
謀
」
と
か
「
御
奉
公
、
実
意
を
存
候
ハ
畿
、
絶
て
譲
り
軍
記
心
底

　
　
　
⑪

有
之
靴
敷
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
　
「
上
下
へ
対
し
、
少
し
も
恥
る
心
」
の
な
い
、
　
「
絶
て
譲
り
遁
候
心
底
有
之
間
敷
」
と
い
う
、
強
い
、

「
人
格
性
」
の
主
張
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
人
格
性
」
の
主
張
は
、
そ
の
基
底
が
、
　
「
毫
厘
の
私
心

も
は
ら
ひ
棄
」
で
あ
り
、
「
御
奉
公
」
の
「
実
意
（
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
）
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
代
的
な
人
格
の
発
見
で
は
な
く
、
復
古
的
、
非

合
理
的
な
武
士
の
精
神
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
有
司
」
の
非
合
理
精
神
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
御

前
会
議
の
次
の
よ
う
な
前
近
代
的
側
面
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
前
に
検
討
し
た
幾
例
か
の
御
前
会
議
は
、
会
議
の
決
着
の
仕
方
に
、
ひ
と
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
「
公
内
借
捌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く

法
」
を
採
択
し
た
御
前
会
議
に
お
い
て
、
小
川
善
右
衛
門
は
、
鰐
覧
た
る
論
争
を
行
い
鴇
徹
夜
に
及
ん
だ
会
議
の
最
中
に
罷
免
さ
れ
た
。
ま
た
、

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
安
政
改
革
綱
領
の
「
気
付
書
」
原
案
を
提
出
し
た
御
前
会
議
に
お
い
て
も
、
会
議
の
当
日
と
翌
日
、
工
藤
半
右
衛
門

と
村
岡
伊
右
衛
門
が
罷
免
さ
れ
た
。
文
久
二
（
一
八
六
エ
）
年
、
強
勢
藩
是
を
決
定
し
た
御
前
会
議
で
も
、
直
後
に
藩
是
に
反
対
し
た
内
藤
造
酒

　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
御
前
会
議
は
、
討
論
に
お
け
る
対
立
が
、
し
ば
し
ば
人
事
の
発
動
に
よ
っ
て
決
着
し
た
の
で
あ
り
、

会
議
の
途
中
で
こ
れ
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
す
ら
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
御
前
会
議
に
参
加
し
た
「
有
司
」
た
ち
の
行
動
原
則
が
、
討
議
、

意
見
対
立
、
合
意
の
形
成
あ
る
い
は
多
数
決
、
多
数
へ
の
服
従
と
い
う
近
代
的
な
も
の
で
は
な
く
、
罷
免
さ
れ
る
ま
で
自
説
を
貫
き
通
す
、

「
実
意
を
存
ハ
鼓
、
絶
て
譲
り
遁
候
心
底
有
之
問
敷
」
と
い
う
、
非
合
理
的
な
「
実
意
」
、
封
建
的
武
士
意
識
、
名
誉
の
感
情
で
あ
っ
た
こ
と
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を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
会
議
中
に
罷
免
さ
れ
る
こ
と
す
ら
、
　
「
有
司
」
に
と
っ
て
、
不
名
誉
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
有
司
」
は
、
　
「
非
人
格
的
」
な
、
権
威
信
仰
で
固
ま
っ
た
近
代
の
門
合
理
的
な
腐
者
」
と
は
、
お
よ
そ
異
る
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

格
的
」
な
相
貌
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
村
田
清
風
は
、
三
七
才
で
右
筆
、
四
二
才
で
手
元
役
、
四
九
才
で
実
務
役
人
の
最
高
位
で
あ
る
用
談
役
に
就
任
し
た
。
用
談
役
と
は
、
当
役

（
江
戸
家
老
）
の
補
佐
役
で
あ
り
、
　
「
有
司
」
の
長
で
あ
る
。
注
園
す
べ
き
こ
と
は
、
用
談
役
が
、
以
前
に
は
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
一
度
置

か
れ
、
翌
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、
村
田
の
天
保
改
革
中
の
就
任
を
機
と
し
て
、
以
後
維
新
ま
で
連
続
し
て
置
か
れ
た
こ
と
で

　
⑮
あ
る
。
用
談
役
は
、
事
実
上
、
村
田
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
か
ら
も
、
筋
筋
が
「
有
司
」
の
あ
る
新
た
な
段

階
を
作
り
出
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
村
田
の
自
他
と
も
に
認
め
た
後
継
者
が
周
布
政
之
助
で
あ
る
。
周
布
は
、
二
八
才
で
右
筆
、
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

才
で
手
元
役
と
「
有
司
」
の
道
を
歩
き
、
四
二
才
で
自
刃
し
た
。
そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
幕
末
の
木
戸
孝
允
が
、
や
は
り
、
周
布
に
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ら
れ
て
三
一
才
で
右
筆
に
任
ぜ
ら
れ
、
元
治
の
内
戦
の
後
、
討
幕
派
が
実
権
を
握
っ
た
長
州
藩
で
、
三
三
才
で
最
高
位
の
用
談
役
に
就
任
し
、

同
じ
「
有
司
」
の
道
を
歩
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
禁
門
の
変
に
敗
走
し
て
但
馬
に
潜
居
し
た
木
戸
が
、
討
幕
派
の
勝
利
の
後
、
長
州
藩
に
帰

国
す
る
や
、
た
だ
ち
に
政
府
の
中
心
に
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
旧
政
務
座
役
（
右
筆
）
の
同
僚
の
渡
辺
内
蔵
太
、
楢
崎
弥
八
郎
、
久
坂
玄
瑞
、
中
村

九
郎
、
ま
た
旧
手
無
役
の
宍
芦
九
郎
兵
衛
、
前
田
孫
右
衛
門
も
、
こ
と
ご
と
く
刑
死
、
あ
る
い
は
戦
死
し
、
彼
が
旧
周
布
派
「
有
司
」
の
、
唯

一
と
言
っ
て
よ
い
生
き
残
り
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
村
田
清
風
、
周
布
政
之
助
そ
し
て
木
戸
孝
允
へ
と
「
有

司
」
の
系
譜
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
「
有
司
」
の
出
身
階
層
は
、
村
田
が
天
保
改
革
時
九
一
石
の
大
組
、
後
、
功
に
よ
り
一
六
一
石
で
あ
り
、
周
布
が
六
八
石
余
の
大
組
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

木
戸
も
九
〇
石
の
大
組
で
あ
る
。
前
掲
の
表
W
お
よ
び
表
V
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
有
司
」
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
大
組
に
属
し
、
禄
高
も
一

〇
〇
石
前
後
で
あ
る
。
大
組
は
、
八
組
と
も
罵
廻
り
と
も
細
い
、
田
中
鉱
山
が
指
摘
し
た
よ
う
に
長
州
藩
の
正
規
藩
兵
、
八
組
を
構
成
す
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

竪
家
臣
団
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
こ
の
「
有
司
」
た
ち
の
よ
う
な
一
〇
〇
石
前
後
の
家
臣
は
、
禄
高
か
ら
見
れ
ば
、
足
軽
や
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軽
卒
を
除
く
、
狭
義
の
武
士
、
正
規
藩
兵
の
最
低
の
階
層
を
講
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
武
士
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
軍
役
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

周
知
の
よ
う
に
禄
高
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
嘉
永
六
（
蝋
八
五
…
二
）
年
の
軍
役
規
定
に
よ
れ
ば
、
　
「
人
張
定
」
（
従
者
の
定
）
は
、
禄
高
蝋
○
○

石
に
付
二
人
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
石
が
最
小
単
位
で
あ
る
。
ま
た
「
武
具
定
」
は
、
一
六
〇
石
か
ら
一
万
六
二
〇
〇
石
ま
で
、
三
七

段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
最
低
は
、
一
六
〇
石
の
小
銃
一
張
と
槍
一
本
で
あ
る
。
ま
た
、
騎
馬
は
、
二
五
〇
石
以
上
で
あ
る
。
従

っ
て
、
前
掲
し
た
「
有
司
」
の
禄
高
に
お
い
て
は
、
少
数
が
「
人
張
定
」
の
最
低
に
属
し
、
ま
た
僅
少
な
例
外
を
除
い
て
、
「
武
具
定
」
、
　
「
騎

馬
定
」
の
範
囲
に
入
ら
な
い
の
で
あ
り
、
か
く
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
村
田
、
周
布
や
木
戸
ら
の
「
有
司
」
は
、
い
わ
ゆ
る
二
騎
働
」
に
属

す
る
、
戦
時
に
は
己
れ
一
個
の
技
量
の
み
に
よ
っ
て
戦
う
、
最
低
の
武
士
で
あ
っ
た
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
洋
式
軍
制
改
革
に
た
い
す

る
譜
代
の
家
臣
の
反
対
に
苦
闘
し
た
来
原
良
蔵
は
、
一
〇
〇
石
以
下
の
家
臣
を
五
〇
石
平
均
に
す
る
と
い
う
案
を
抱
い
て
い
た
が
、
彼
自
身
も

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
三
石
の
大
組
の
藩
士
で
あ
り
、
従
っ
て
、
周
布
や
木
芦
や
来
原
ら
は
、
　
二
騎
働
」
の
、
即
自
的
に
、
フ
ラ
ッ
ト
な
平
均
さ
れ
た
洋
式
軍
団

編
成
に
適
合
す
る
階
層
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
時
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
平
時
の
「
御
奉
公
」
に
つ
い
て
も
同
様
な
の
で
あ
っ
て
、
　
「
有
司
」
は
、
彼
ら
の
上
司
た
る
加
判
役
や
当

職
、
当
役
と
違
っ
て
、
陪
臣
や
補
佐
役
、
ブ
レ
ー
ン
を
持
つ
訳
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
の
実
務
に
お
け
る
練
達
、
「
精
勤
専
ご
（
村
田
清
風
）
に

よ
っ
て
藩
政
を
統
括
し
、
実
権
を
維
持
し
た
。
村
田
は
、
　
「
御
両
国
淫
事
ハ
、
暗
夜
も
掌
の
上
二
被
雲
霧
様
一
こ
と
嫡
男
に
繰
返
し
心
得
を
説

い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
有
司
」
個
人
の
政
治
的
な
「
知
」
の
習
得
こ
そ
が
「
有
司
」
の
権
力
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
絶
対
主
義
上
里
の
権
威
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

源
泉
は
、
そ
の
「
秘
事
扁
と
し
て
の
「
知
の
原
理
」
（
マ
ル
ク
ス
）
で
あ
り
、
や
が
て
そ
の
「
偶
像
化
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
　
「
知
」

の
独
占
に
す
ら
、
彼
ら
は
権
力
の
基
盤
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
周
布
は
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
始
め
に
「
御
国
（
長
州
藩
）
中
の
人
民
、
凡
七

十
万
、
此
内
三
十
五
万
は
婦
女
、
十
七
万
五
千
は
男
に
て
老
幼
と
見
候
て
、
引
残
り
拾
七
万
五
千
之
丁
壮
男
児
へ
御
引
当
之
大
砲
、
小
銃
御
調

　
　
　
　
㊧

置
相
成
」
と
述
べ
て
、
藩
内
皆
兵
構
想
実
施
の
実
務
的
検
討
に
着
手
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
局
的
な
構
想
も
、
右
の
よ
う
な
「
有
司
」

の
「
知
」
、
民
政
を
含
め
た
藩
政
統
括
に
お
け
る
練
達
に
由
来
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
「
有
司
」
が
、
藩
政
全
般
の
「
ご
兀
的
な
統
括
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宋における御前会議と「有司」　（井上）

者
」
た
り
え
た
こ
と
の
、
よ
り
大
き
な
歴
史
的
前
提
に
は
、
日
本
近
世
の
封
建
制
の
特
質
で
あ
る
兵
農
分
離
、
土
地
所
有
の
＝
兀
化
、
重
層
的

土
地
所
有
お
よ
び
重
層
的
諸
権
利
の
止
揚
、
藩
政
機
構
の
集
中
が
あ
る
の
で
あ
る
が
。
こ
う
し
て
「
有
司
」
は
、
幕
末
に
は
絶
対
主
義
国
家
の

官
僚
予
備
軍
の
資
格
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
。

　
世
界
史
的
な
視
野
か
ら
日
本
に
お
け
る
長
州
藩
の
絶
対
主
義
形
成
を
見
る
場
合
、
周
布
ら
が
藩
主
の
「
御
直
裁
」
す
な
わ
ち
「
形
式
と
し
て

の
親
政
の
体
制
」
を
掲
げ
た
安
政
五
年
か
ら
、
僅
か
七
・
八
年
後
の
慶
応
期
に
は
、
田
中
氏
や
芝
原
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

木
戸
た
ち
の
指
導
の
も
と
で
藩
制
の
＝
兀
化
、
軍
制
に
お
け
る
世
禄
・
陪
臣
の
解
体
、
藩
士
の
コ
騎
働
」
へ
の
平
準
化
が
実
行
さ
れ
、
藩
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

制
の
絶
対
主
義
化
は
、
明
確
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絶
対
主
義
形
成
過
程
と
較
べ
て
、
異
例
に
早
い
速
度
で
あ
る
。
そ
の

要
因
と
し
て
、
欧
米
資
本
主
義
の
到
来
と
い
う
外
圧
の
条
件
が
あ
る
こ
と
は
当
然
に
し
て
も
、
国
内
的
に
言
え
ば
、
慶
応
期
の
用
談
役
、
木
戸

孝
允
を
、
村
田
や
周
布
ら
の
、
右
筆
に
始
ま
る
「
有
司
」
の
系
譜
の
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
な
事
柄
だ
と
思
う
。

　
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
俗
論
派
も
、
も
と
も
と
周
布
派
と
出
身
階
膠
を
同
じ
く
す
る
実
務
の
能
吏
、
　
「
有
司
」
な
の
で
あ
り
、
　
「
有

司
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
自
的
に
絶
対
主
義
の
官
僚
へ
と
向
う
の
で
は
な
い
。
　
「
有
司
」
が
、
絶
対
主
義
の
官
僚
へ
と
向
う
た
め
に
は
、

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
な
、
藩
主
の
上
意
の
下
に
お
け
る
、
　
「
有
司
」
グ
ル
ー
プ
の
排
他
的
結
束
の
形
成
と
い
う
政
治
が
必
要
で
あ
っ
た
訳
で

あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
節
で
重
要
な
点
は
、
慶
応
期
、
討
幕
派
長
州
藩
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
木
戸
が
、
右
の
よ
う
な
「
有
司
」
の
系
譜
上
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
同
時
に
、
前
に
村
田
清
風
に
つ
い
て
見
た
よ
う
な
復
古
的
で
す
ら
あ
る
非
合
理
的
武
士
意
識
を
も
、

彼
が
、
彼
の
「
知
の
原
理
」
の
な
か
に
継
受
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

第
二
節
　
日
本
的
絶
対
主
義
の
形
成

検
討
し
て
来
た
よ
う
に
、
周
布
派
の
「
有
司
」
た
ち
は
、
御
前
会
議
に
結
束
し
、
ま
た
そ
の
機
構
化
し
た
形
態
で
あ
る
政
事
堂
に
参
集
し
て

「
形
式
と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
藩
主
の
上
意
を
「
輔
翼
」
し
、
強
化
す
る
…
，
政
治
」
が
、
「
有
司
」

37　（635）



た
ち
の
推
進
す
る
藩
体
綱
の
絶
対
主
義
化
の
要
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
政
府

に
参
加
し
た
高
杉
晋
作
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
　
…
…
如
私
疎
狂
之
者
を
、
今
日
之
如
く
両
君
（
藩
主
父
子
）
御
信
愛
を
蒙
候
て
は
、
日
用
平
常
之
苦
心
焦
慮
は
圃
よ
り
、
山
崩
地
黒
候
て
も
、
確
乎
不
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
霜
側
心
底
に
御
座
候

　
こ
の
よ
う
に
「
山
崩
地
砕
候
て
も
、
確
乎
不
離
君
側
」
こ
と
が
、
　
「
有
司
」
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
征
長
軍
出
陣
と
、
藩
内

俗
論
派
の
拾
頭
に
よ
っ
て
実
権
を
奪
わ
れ
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
九
月
、
自
刃
し
た
周
布
政
之
助
も
、
藩
主
に
宛
て
た
遺
書
、
　
「
申
上
置
候

事
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
…
…
自
訴
に
て
も
御
免
に
堀
藩
候
は
Σ
、
最
後
之
御
奉
公
と
奉
考
、
其
儀
を
も
不
得
、
今
更
御
奉
公
之
廉
目
不
相
立
、
甚
以
意
思
入
、
死
後
之
余
罪
消
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
無
座
候
得
共
、
精
神
を
天
地
之
間
に
残
し
候
て
成
共
、
可
奉
酬
鴻
恩
候
問
…
…

　
藩
主
へ
の
「
自
訴
」
（
亘
訴
）
も
不
可
能
に
な
っ
た
時
、
周
布
は
「
精
神
を
天
地
之
間
に
残
し
」
て
、
「
鴻
恩
（
藩
主
の
恩
）
」
に
た
い
す
る
「
死

の
忠
誠
」
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
高
杉
や
周
布
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
を
推
進
す
る
「
有
司
」
の
藩
主
へ
の
忠
誠
は
、

藩
士
一
般
よ
り
も
深
刻
で
あ
り
、
復
古
的
で
す
ら
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
や
は
り
、
　
「
有
司
」
に
は
、
非
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
な
前
近
代
の
精
神
が
貫
徹
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
周
布
は
、
か
っ
て
、
前
引
し
た
よ
う
に
「
仮
令
い
か
程
不
都
舎
之
儀
有
之
候
共
、
上
意
決
て
年
算
御
押
取
候
御
積
」
、
「
上
意
は
不
仁
為

替
候
段
必
然
」
と
、
藩
主
の
上
意
は
、
い
か
な
る
反
対
派
を
も
打
砕
き
、
不
変
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
確
認
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
御
前
会

議
を
中
心
と
す
る
藩
下
欄
の
絶
対
主
義
化
が
推
進
さ
れ
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
、
こ
の
元
治
元
年
、
上
意
に
依
拠
し
た
周
布

派
が
俗
論
派
に
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
、
こ
の
時
、
藩
主
の
上
意
が
、
俗
論
派
を
粉
砕
で
き
ず
、
逆
に
、
俗
論
に
変
節

し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

　
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
、
周
布
派
政
府
に
参
加
す
る
前
の
木
戸
孝
允
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
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き
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
に

　
　
…
…
僕
は
嶺
君
之
鷹
下
従
す
る
と
難
、
我
家
は
二
百
年
来
毛
利
家
に
食
す
る
晴
は
、
実
に
社
穫
之
臣
、
仮
令
、
賢
君
之
御
意
に
反
す
ど
は
難
、
豊
黙
す
る

　
　
に
忍
乎
…
…

　
こ
の
文
章
か
ら
、
長
州
藩
の
家
臣
で
あ
る
木
戸
の
忠
誠
観
が
、
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
。
ひ
と
つ
は
、
　
「
当
君
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
し
ょ
く

鷹
下
、
癒
す
る
」
と
こ
ろ
の
当
君
（
現
藩
主
）
の
臣
、
引
声
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
　
コ
～
富
来
毛
利
家
に
食
す
る
時
は
、
実
に
社
穫
之
臣
」

と
い
う
社
穫
の
臣
の
木
戸
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
為
の
臣
と
三
稜
の
臣
の
二
重
構
造
で
あ
り
、
木
戸
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
々
は
対

抗
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
、
前
老
よ
り
も
後
者
の
方
が
、
よ
り
重
く
、
よ
り
上
位
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
程
の
臣
た
る
木
戸
は
、
当

君
の
臣
と
し
て
の
木
戸
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
　
「
当
飛
州
御
意
」
つ
ま
り
上
意
に
反
す
る
こ
と
も
敢
え
て
な
す
の
で
あ
る
。

「
天
下
に
横
行
す
る
」
と
自
称
し
、
実
際
に
幕
臣
、
江
川
太
郎
左
衛
門
に
入
門
し
、
中
島
三
郎
助
に
師
事
し
た
早
い
時
期
の
木
戸
の
、
広
範
な

藩
を
越
え
た
活
動
の
根
底
に
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
の
忠
誠
観
が
存
在
し
た
に
違
い
な
い
。
二
君
も
、
二
百
年
来
の
毛
利
家
、
社
稜
も
、
い
ず

れ
も
木
戸
に
と
っ
て
忠
誠
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
時
期
の
書
状
の
中
で
、
木
戸
が
「
五
郎
（
木
戸
）
生
で
毛
利
氏
之
臣
、
死
て
毛
利
残
之

⑳鬼
」
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　
右
の
よ
う
な
二
重
の
忠
誠
観
、
社
穫
と
当
節
と
い
う
区
別
と
、
そ
の
対
立
的
把
握
は
、
木
戸
の
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
、
幕
末
期
に

普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
。
取
り
あ
え
ず
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
長
州
藩
士
、
赤
川
某
は
、
水
戸
藩
士
に
宛
て
て

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
…
果
半
塑
歪
慧
に
て
・
社
響
㌍
重
し
・
砦
毒
す
る
奏
臣
之
人
物
．
晦

　
周
本
半
助
が
彦
根
藩
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
　
「
社
穫
を
重
し
、
道
学
を
軽
す
る
」
と

い
う
こ
と
が
、
肯
定
的
な
価
値
観
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
社
穫
と
い
う
言
葉
は
、
社
は
土
の
神
、
穫
は
殻
の
神
で
あ

り
、
土
筆
に
よ
り
人
を
養
ふ
意
か
ら
転
じ
て
国
家
の
義
で
あ
る
。
木
戸
の
書
う
社
穫
、
国
家
は
、
　
「
二
百
年
来
毛
利
家
に
食
す
る
」
と
い
う
歴

史
性
を
持
つ
長
州
藩
国
家
の
概
念
で
あ
り
、
当
君
を
越
え
て
い
る
。
社
穫
に
忠
誠
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
主
の
上
意
に
反
逆
す
る
こ
と
が
可

39 （637）



能
な
の
で
あ
る
。
藩
主
の
上
意
の
強
舗
力
は
強
力
で
あ
り
、
反
逆
す
る
家
臣
に
た
い
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
を
処
罪
す
る
権
利
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
木
戸
も
ま
た
、
前
近
代
的
な
非
合
理
精
神
を
持
っ
た
武
士
に
他
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、

木
戸
は
、
突
詰
め
た
と
こ
ろ
は
「
死
て
毛
利
曳
縄
鬼
」
と
い
う
、
周
布
の
「
死
の
忠
誠
」
と
同
類
の
、
近
代
の
合
理
精
神
と
異
な
っ
た
精
神
に

よ
っ
て
、
国
家
へ
の
忠
誠
を
果
た
す
べ
く
、
上
意
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
社
穫
（
国
家
）
の
臣
に
基
づ
い
た
上
意
へ
の
反
逆
は
、
単
に
個
人
の
レ
ベ
ル
で
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
幕
末
に
は
集

団
的
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
前
章
で
検
討
し
た
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
長
州
藩
尊
嬢
藩
是
に
た
い
し
て
起
こ
っ
た
俗
論
派
の
御
意
難
事
件
、

第
一
回
俗
論
派
沸
騰
を
想
起
し
た
い
と
思
う
。
文
字
通
り
、
藩
主
の
御
意
（
上
意
）
に
反
逆
す
る
事
件
が
、
集
団
レ
ベ
ル
で
惹
起
し
て
い
た
。
ま

た
、
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
、
長
州
藩
勢
力
が
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
直
後
に
も
、
八
月
二
十
九
日
置
ら
、
俗
論
派
の

壮
士
一
〇
〇
名
が
山
口
に
集
結
し
、
強
訴
に
及
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
第
二
回
俗
論
派
沸
騰
で
あ
り
、
処
分
老
は
、
九
月
遅
ら
十
月
に
か
け
て
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

名
、
坪
井
が
永
遠
流
の
ち
賜
死
に
処
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
隠
居
、
逼
塞
、
遠
流
の
重
罪
に
さ
れ
た
。
佐
幕
論
を
唱
え
、
ま
た
洋
式
軍
制

改
革
に
反
対
し
た
典
型
的
守
旧
派
た
る
俗
論
派
－
こ
の
呼
称
は
、
周
布
派
が
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
俗
論
派
自
身
は
、
自
派
を
正
義
党
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

周
布
派
を
慷
慨
党
と
呼
ん
だ
一
も
、
死
罪
を
含
む
多
数
の
処
罪
者
を
出
し
な
が
ら
、
上
意
に
反
逆
し
た
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
、
元
治
元
年
、
つ
い
に
周
布
派
を
倒
す
こ
と
に
な
っ
た
俗
論
派
の
三
回
目
の
沸
騰
に
お
い
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
前
掲
し
た
周
布
派

批
判
を
展
開
し
た
工
藤
右
衛
門
の
歎
願
書
（
全
三
ヶ
条
）
は
、
第
二
条
「
群
吏
朋
党
御
一
洗
之
事
」
、
第
三
条
「
両
君
萩
御
帰
城
笑
事
」
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ω
　
…
…
己
か
（
周
布
派
政
府
の
）
罪
科
、
且
君
侯
之
御
失
策
を
も
、
益
田
其
外
之
三
大
夫
二
譲
り
…
…
（
第
二
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
②
　
…
…
国
象
危
急
切
迫
二
至
候
て
も
、
零
侯
更
二
言
悔
悟
無
難
、
直
様
俵
臣
を
被
相
用
…
…
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
③
　
・
：
：
・
〃
老
書
（
現
｛
活
主
、
敬
親
）
之
儀
は
、
山
口
御
好
二
御
　
座
候
ヘ
ハ
御
　
退
隠
被
網
・
：
：
・
（
隅
肉
三
条
）

　
ω
に
記
さ
れ
た
「
益
田
其
外
三
大
夫
」
は
、
益
田
弾
正
ら
三
野
の
家
老
が
、
禁
門
の
変
に
お
け
る
長
州
藩
兵
暴
発
の
責
を
取
り
、
征
露
軍
へ
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の
謝
罪
の
意
を
示
す
た
め
に
切
腹
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
俗
論
派
が
ω
「
悪
侯
之
御
失
策
」
や
②
「
君
侯
更
二
尉

悔
悟
東
之
」
か
っ
た
こ
と
を
追
求
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
③
に
示
さ
れ
た
批
判
は
、
事
実
上
の
現
藩
主
の
隠
退
要
求
に
等
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
上
意
が
、
俗
論
派
に
た
い
し
て
絶
対
的
権
威
を
発
揮
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
に
記
さ
れ
て

い
る
「
国
家
危
急
」
が
俗
論
派
の
藩
主
批
判
の
重
要
な
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
工
藤
の
歎
願
書
は
、
他
の
箇
所
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
と
え
ば
「
終
二
亡
国
二
立
至
」
る
危
機
で
あ
る
か
ら
「
壮
士
（
俗
論
派
の
）
奮
発
、
誠
忠
義
血
」
を
揮
う
等
々
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
「
亡
国
」

の
危
機
は
「
幕
威
」
、
征
長
軍
が
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
「
幕
威
」
が
藩
主
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
が
、
俗
論
派
は
、
こ
の
危
機
に
際
し
て
、

国
家
（
社
穫
）
を
守
る
こ
と
が
、
藩
主
個
人
よ
り
も
重
い
と
い
う
論
理
1
つ
ま
り
俗
論
派
の
国
家
論
一
を
前
面
に
掲
げ
て
、
藩
主
個
人
の
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
⊥
貞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

政
を
責
め
、
隠
退
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
論
は
、
主
君
に
た
い
す
る
「
静
穏
は
国
民
の
第
一
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
絶
対

主
義
的
国
家
論
と
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
後
年
、
当
時
、
長
州
藩
の
政
府
員
で
あ
っ
た
兼
重
譲
蔵
は
、
元
治
元
年
の
政
争
に
つ
い
て
「
約
ま
り
、
押
し
詰
め
て
霜
を
載
い
て
と
い
う
方

（
周
庫
派
）
と
、
君
を
押
し
詰
め
て
も
社
穫
を
全
う
す
る
か
宜
し
い
と
云
ふ
反
対
の
議
論
（
俗
論
派
）
」
の
闘
争
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
前
章

ま
で
検
討
し
た
、
幕
末
長
州
藩
に
お
け
る
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
を
め
ぐ
る
上
部
構
造
の
政
治
史
は
、
結
局
、
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
と
思
う
。

前
者
の
周
布
派
の
主
張
、
　
「
押
し
詰
め
て
君
を
混
い
て
」
と
い
う
論
理
は
、
当
君
を
絶
対
化
す
る
、
す
で
に
検
討
し
た
絶
対
主
義
へ
向
う
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
り
、
周
布
派
は
、
藩
主
を
戴
い
て
「
国
家
と
倶
二
亡
ん
事
を
謀
」
（
工
藤
歎
願
書
、
第
二
条
）
つ
た
の
で
あ
る
。
国
家
を
越
え
て
、
藩
主
が
絶

対
的
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
征
長
患
を
前
に
し
て
、
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
を
推
進
し
て
き
た
「
有
司
」
た
ち
の
ぎ
り
ぎ
り
の
究
極
的
な
国

家
論
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
後
者
の
俗
論
派
の
主
張
は
、
　
「
君
を
押
し
詰
め
て
も
社
穫
（
国
家
）
を
守
る
」
と
い
う
正
反
対
の
論
理
で
あ
り
、
国
家
の

方
が
藩
主
よ
り
も
重
い
の
で
あ
っ
て
、
前
掲
の
周
布
派
政
府
に
参
加
す
る
前
の
木
戸
の
「
社
穫
（
黒
蝿
）
を
重
し
、
其
君
を
題
す
る
」
と
同
じ
主

張
な
の
で
あ
る
。
西
欧
中
世
史
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
「
王
と
国
家
の
峻
別
」
、
す
な
わ
ち
、
王
の
「
か
れ
自
身
の
死
す
べ
き
身
」
と
、
　
「
そ
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の
上
位
に
立
つ
永
続
的
な
共
寝
体
」
た
る
国
家
の
区
別
、
そ
し
て
王
で
は
な
く
、
国
家
の
神
聖
視
が
中
世
の
特
質
で
あ
る
こ
と
、
家
臣
は
国
家
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
守
る
た
め
に
よ
り
善
き
王
を
求
め
て
現
在
の
王
に
反
逆
で
き
た
こ
と
、
絶
対
主
義
が
、
こ
の
国
家
を
引
き
下
げ
、
王
を
絶
対
者
た
ら
し
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
か
っ
て
の
木
戸
や
、
俗
論
派
の
主
張
は
、
王
と
国
家
の
対
比
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
絶
対
主
義
以
前
の
論
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
か
っ
て
の
木
芦
や
俗
論
派
の
国
家
論
と
、
前
述
の
周
布
派
の
国
家
論
と
の
抗
争
こ
そ
が
、
幕
末
に
お
け
る
上
部

構
造
、
藩
権
力
の
絶
対
主
義
化
の
基
本
線
で
あ
る
。
か
く
て
ま
た
、
木
芦
は
、
そ
の
後
、
周
布
派
に
参
画
し
て
「
押
し
詰
め
て
露
を
載
」
く
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
か
っ
て
の
木
戸
か
ら
の
飛
躍
を
遂
げ
、
絶
対
主
義
へ
の
道
を
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　
西
欧
絶
対
主
義
の
形
成
に
お
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
ド
の
乱
や
、
激
烈
な
農
民
戦
争
、
三
十
年
戦
争
な
ど
の
展
開
に
よ
っ
て
、
貴

族
が
没
落
し
、
　
「
王
と
国
家
の
峻
別
」
を
行
う
中
世
的
国
家
観
は
、
君
主
を
超
越
者
と
す
る
絶
対
主
義
国
家
論
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
否
定
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
比
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
世
界
史
的
条
件
の
違
い
が
あ
り
、
安
政
五
年
以
後
、
一
〇
年
に
満
た
ず
し
て
早
熟
的
に
形
成
さ

れ
た
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
が
、
日
本
的
な
特
質
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
安
政
期

か
ら
文
久
期
の
周
布
派
、
そ
し
て
慶
応
期
の
討
幕
派
へ
と
継
承
さ
れ
る
、
長
州
藩
に
お
け
る
無
断
（
国
家
）
の
神
祭
の
拡
張
の
政
策
で
あ
る
。

　
周
布
派
政
府
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
安
政
五
年
の
藩
政
改
革
綱
領
の
「
御
軍
政
之
事
」
に
お
い
て
、

　
　
今
般
、
御
軍
政
之
始
に
、
御
霊
社
御
臨
時
祭
被
仰
付
、
御
祭
式
等
広
く
勘
考
、
御
例
祭
を
も
猶
又
手
厚
く
被
仰
付

と
提
案
し
て
お
り
、
彼
ら
の
第
一
の
課
題
で
あ
っ
た
軍
制
改
革
を
、
　
「
御
霊
社
御
臨
時
祭
」
の
挙
行
と
、
　
「
御
例
祭
」
の
拡
張
か
ら
着
手
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
文
久
二
年
七
月
、
　
「
議
論
紛
々
」
数
日
に
渉
つ
た
御
前
会
議
で
長
州
藩
尊
機
藩
是
が
決
定
さ
れ
た
時
も
、
同
年
八
月
、

従
来
の
藩
祖
三
霊
、
洞
春
（
元
就
）
と
天
樹
（
輝
元
）
、
大
営
（
秀
就
）
に
、
常
置
（
隆
元
）
を
加
え
て
四
面
に
拡
張
し
、
五
日
間
の
大
法
会
を
行
っ
て
い

⑳る
。
こ
の
藩
祖
の
神
祭
は
、
．
後
に
も
再
確
認
す
る
よ
う
に
長
州
藩
園
家
、
社
穫
の
神
祭
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
穫
の
神
祭
の
拡
大
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
社
穫
（
国
家
）
で
は
な
く
、
当
課
（
現
藩
主
個
人
）
を
絶
対
化
す
る
周
布
派
の
政
策
と
は
、
微
妙
に
抵
触
す
る
側
面
を
持
っ
て
い

る
と
言
う
べ
き
だ
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
社
穫
を
第
～
に
掲
げ
る
俗
論
派
の
家
臣
ら
を
押
さ
え
る
た
め
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の
策
略
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
杉
ら
の
討
幕
派
諸
隊
が
俗
論
派
を
圧
倒
し
た
元
治
の
内
戦
終
了
直
後
、
二

月
に
萩
と
山
口
で
各
々
三
日
間
つ
つ
行
わ
れ
た
藩
祖
四
霊
臨
時
大
祭
に
お
い
て
は
、
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。
藩
主
は
、
家
臣
団
の
前
で
、
次
の

よ
う
な
参
拝
告
文
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
霊
獣
四
公
の
霊
に
告
ぐ
…
…
霊
社
四
公
圏
基
を
無
彊
に
肇
め
…
…
敬
親
不
爵
の
身
に
し
て
入
て
部
曲
を
承
け
…
…
祖
宗
の
国
家
に
勤
労
せ
し
を
思

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ひ
、
付
託
の
重
大
な
る
を
恐
る
、
家
を
嗣
し
ょ
り
二
十
余
年
、
何
ぞ
図
ら
ん
国
内
動
揺
、
物
議
騒
擾
を
生
じ
、
如
此
の
無
難
に
及
ば
ん
と
は
…
…
国
事
の

　
　
難
を
救
ふ
能
は
ず
、
才
の
乏
し
き
に
依
て
、
遂
に
社
穫
浮
沈
の
際
に
至
れ
り
、
其
罪
実
に
多
し
、
今
謹
で
誠
を
布
き
、
祖
宗
在
天
の
霊
に
謝
す
、
祖
宗
在

　
　
天
の
霊
、
若
し
是
の
罪
戻
を
許
し
、
積
怒
を
寛
め
ば
、
今
よ
り
し
て
既
往
を
悔
い
、
将
来
を
慎
み
、
群
臣
を
率
ゐ
、
更
に
維
新
の
政
を
布
き
、
重
て
上
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
の
一
和
を
謀
り
、
永
く
社
穫
の
全
を
求
め
ん

　
右
の
よ
う
に
、
藩
主
は
、
家
臣
団
の
前
で
「
國
基
」
を
始
め
た
藩
祖
怨
霊
に
向
っ
て
、
俗
論
を
採
用
し
、
旧
政
府
員
の
ほ
と
ん
ど
を
処
刑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
こ
と
に
つ
い
て
「
既
往
を
悔
い
」
、
「
祖
宗
在
天
の
霊
に
謝
」
し
、
　
「
永
く
社
穫
の
全
を
求
め
ん
」
こ
と
を
誓
っ
た
。
こ
こ
に
明
ら
か
に
な
る

第
一
の
こ
と
は
、
長
州
藩
の
国
家
（
社
穫
）
と
は
、
騰
勢
（
元
就
）
ら
の
藩
祖
が
「
国
基
を
無
彊
に
励
め
」
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
祖

た
ち
が
創
始
し
た
も
の
で
あ
り
、
代
々
の
藩
主
は
、
社
稜
を
藩
祖
か
ら
「
付
託
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
欧
中
世
の
国
家
も
、

近
代
の
契
約
国
家
と
は
違
っ
て
、
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
神
聖
な
、
外
在
的
な
も
の
で
あ
り
、
王
も
こ
れ
を
汚
す
こ
と
の
で
き
な
い

至
高
の
存
在
だ
っ
た
。
長
州
藩
の
群
盗
（
国
家
）
も
、
こ
れ
と
同
様
に
、
藩
祖
か
ら
「
付
託
」
さ
れ
た
前
近
代
的
な
聖
な
る
国
家
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
第
二
の
点
は
、
日
本
の
藩
主
の
君
主
と
し
て
の
特
質
で
あ
る
。
西
欧
で
は
、
戴
冠
式
の
儀
式
が
、
絶
対
君
主
の
社
会
的
存
在
を
象
徴
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
絶
対
主
義
の
国
家
学
者
ボ
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
「
国
王
は
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理
者
で
あ
り
、
戴
冠
と
灌
油
を

つ
う
じ
て
、
死
す
べ
き
普
通
の
人
間
よ
り
も
高
め
ら
れ
、
王
座
は
『
神
ご
自
身
の
座
』
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
国
王
は
、
絶
対
者
と
し
て
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

治
し
、
あ
ら
ゆ
る
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
」
。
ル
イ
一
四
世
が
「
朕
は
国
家
な
り
」
と
い
う
有
名
な
成
句
を
発
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
れ
は
「
や
は
り
、
か
れ
の
統
治
の
実
際
を
的
確
に
暴
落
づ
け
た
も
の
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
」
の
で
も
あ
る
。
「
厳
格
な
親
政
の
体
翻
」

43　（641）



を
典
型
的
に
実
現
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
に
つ
い
て
言
え
ば
、
お
よ
そ
「
国
家
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
こ
の
王
に
は
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

如
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
彼
の
み
が
絶
対
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
他
の
領
邦
絶
対
主
義
の
君
主
た
ち
は
、
よ
り
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
さ
れ
た
ル
イ
太
陽
王
（
一
四
世
）
の
模
倣
で
あ
っ
た
。
西
欧
で
は
、
絶
対
主
義
国
家
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
君
主
哲
学
が
形

成
さ
れ
、
神
聖
な
る
国
家
の
概
念
が
世
俗
へ
と
引
き
降
ろ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前
近
代
の
聖
な
る
国
家
が
、
近
代
の
人
民
自
身
の
契
約
国
家
へ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
向
う
た
め
の
、
必
要
な
一
段
階
、
国
家
の
世
俗
化
で
あ
っ
た
。

　
日
本
で
は
、
安
政
五
年
、
文
久
二
年
、
慶
応
元
年
と
、
長
州
藩
の
重
要
な
闘
争
が
起
こ
っ
た
時
に
、
荏
穫
（
国
家
）
の
神
祭
が
、
拡
大
さ
れ
て

繰
り
返
さ
れ
る
。
国
家
は
、
逆
に
、
一
層
、
神
聖
化
さ
れ
、
外
在
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
慶
応
元
年
、
討
幕
派
が
最
終
的
に
権

力
を
確
定
し
た
時
に
、
藩
主
は
「
国
基
を
無
二
に
誉
め
」
た
藩
祖
た
ち
に
向
っ
て
「
既
往
を
悔
い
」
、
「
才
の
乏
し
き
」
を
訴
え
、
そ
の
罪
を
謝

罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幕
末
日
本
の
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
の
中
核
と
な
っ
た
長
州
藩
主
、
毛
利
敬
親
に
は
、
前
近
代
の
聖
な
る
国

家
と
対
決
し
、
ル
イ
一
四
世
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
引
き
降
ろ
し
て
同
格
化
す
る
自
負
も
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
よ
う
な
傲
岸
た
る
無
視
の
姿

勢
も
、
そ
の
方
向
す
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。
敬
親
の
権
力
の
正
当
性
は
、
神
の
正
義
（
レ
ヒ
ト
）
で
も
な
け
れ
ば
、
己
れ
自
身
の
カ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

も
な
く
、
　
「
不
肖
の
身
に
し
て
看
て
1
敬
親
が
養
子
で
あ
る
こ
と
を
指
す
i
其
統
を
承
け
」
と
い
う
、
お
よ
そ
君
主
哲
学
の
名
に
値
し
な

い
、
中
世
的
未
開
の
血
縁
の
論
理
を
出
て
い
な
い
と
晋
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
右
の
事
実
は
、
世
界
史
の
な
か
で
異
例
な
速
度
で
展
開
さ
れ
、
　
「
有
司
」
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
日
本
の
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
に
お
い
て
、

君
主
た
る
べ
き
藩
主
が
弾
語
定
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
藩
主
が
、
長
州
藩
の
元
治
の
内
戦
に
お
い
て
、

周
布
派
（
尊
王
摸
夷
派
）
か
ら
俗
論
派
へ
、
そ
し
て
再
び
俗
論
派
か
ら
討
幕
派
へ
と
、
政
争
の
展
開
の
ま
ま
に
、
明
ら
か
に
他
律
的
な
動
揺
を
露

呈
し
、
彼
の
上
意
の
絶
対
性
の
欠
如
を
明
示
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
問
題
は
、
一
層
、
普
遍
的
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
有
司
」
た
ち
が
推
進
し
た
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
は
、
「
形
式
と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
の
構
築
で
あ
り
、
「
有
司
」
（
「
執
政
の
臣
」
）
は
、
藩

主
の
上
意
を
「
輔
翼
」
し
、
上
意
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
家
臣
団
に
強
制
し
た
の
で
あ
っ
た
つ
そ
れ
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
実
体
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と
し
て
の
「
有
司
」
の
専
制
と
、
形
式
と
し
て
の
藩
主
の
親
政
と
の
複
合
体
で
あ
り
、
西
欧
の
「
厳
格
な
親
政
の
体
制
」
の
よ
う
な
単
純
な
構

造
で
は
な
い
。
こ
の
「
日
本
的
な
親
政
の
体
欄
」
を
「
有
司
」
た
ち
は
、
俗
論
派
が
批
判
し
た
よ
う
に
「
強
直
捌
」
と
称
し
、
実
体
と
し
て
も

藩
主
の
親
政
で
あ
る
と
装
い
す
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
親
政
の
内
実
に
お
い
て
無
理
を
内
包
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
「
有

司
」
た
ち
は
、
　
「
ニ
ツ
ー
ツ
之
御
時
節
」
と
い
う
世
界
史
的
条
件
の
な
か
で
、
強
引
に
、
早
熟
に
絶
対
主
義
権
力
の
構
築
に
着
手
し
た
と
雪
っ

て
よ
い
。
そ
し
て
、
　
「
有
司
」
の
専
制
と
い
う
実
体
と
、
藩
主
の
親
政
と
い
う
形
式
、
こ
の
実
体
と
形
式
の
乖
離
に
、
矛
盾
が
集
中
し
た
の
で

あ
る
。
俗
論
派
の
集
団
的
な
上
意
へ
の
反
逆
が
成
立
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
代
々
の
「
其
統
を
承
け
」
た
歴
史
的
存

在
と
し
て
の
長
州
藩
主
も
、
人
格
的
存
在
と
し
て
の
長
州
藩
主
も
、
と
も
に
如
何
ん
と
も
し
難
く
弱
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
慶
応
元
年
、
討
幕
派
長
州
藩
に
復
帰
し
た
「
有
司
」
木
戸
は
、
文
久
藩
制
改
革
を
忠
実
に
継
承
し
て
藩
論
を
一

元
化
し
て
ゆ
く
。
藩
主
の
「
直
裁
」
に
つ
い
て
も
、
　
「
万
端
、
御
直
に
御
指
揮
不
被
為
在
候
て
は
、
百
年
相
待
候
と
も
、
決
し
て
十
分
指
導
備

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
⑯

（
挙
藩
体
制
）
御
六
ヶ
敷
演
存
候
」
と
述
べ
て
、
そ
の
継
承
を
確
認
し
て
い
る
。
御
前
会
議
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
月
に
、
幕
長
戦
争
の
開
戦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
「
戦
期
」
）
に
か
ん
し
て
、
そ
し
て
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
九
月
、
長
州
藩
兵
上
京
の
可
否
に
つ
い

＠て
、
い
ず
れ
も
最
重
要
の
事
柄
に
つ
い
て
御
前
会
議
で
決
定
が
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
慶
応
期
の
討
幕
派
長
州
藩
に
お
い
て
も
、
　
「
御

直
裁
」
と
御
前
会
議
、
つ
ま
り
「
形
式
と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
　
「
有
司
」
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
や
は
り
藩
主

の
上
意
が
所
持
す
る
強
制
力
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
慶
応
期
の
「
有
司
」
木
声
は
、
一
方
で
は
、
挙
聖
体
綱
に
つ
い
て
次
の
如
く
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
…
手
足
之
強
き
に
ま
か
せ
て
相
動
き
候
を
、
心
照
準
を
制
す
る
不
能
、
是
ま
た
馬
脚
を
醸
成
す
一
朝
一
夕
の
事
に
あ
ら
ず
、
実
に
千
載
之
遺
恨
也
…
…

　
「
手
足
之
強
き
に
ま
か
せ
て
」
と
は
、
長
州
藩
の
奇
兵
隊
を
始
め
と
す
る
諸
隊
の
上
京
暴
発
し
よ
う
と
す
る
勢
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

木
戸
や
周
布
、
高
杉
ら
が
、
か
っ
て
元
治
元
年
に
禁
門
の
変
に
暴
発
し
た
諸
隊
を
押
さ
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
木
戸
の
重
要
な
反
省
点
で

あ
っ
て
、
　
「
千
載
之
遺
恨
」
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
正
月
、
奇
兵
隊
の
設
立
者
、
高
杉
が
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
、
最
も
暴
発
す
る
勢
の
強
か
っ
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⑬

た
遊
撃
隊
を
説
得
し
た
が
、
不
成
功
に
終
っ
た
。
こ
の
時
、
高
杉
が
持
参
し
た
の
は
、
藩
主
の
鎮
静
の
上
意
を
記
し
た
「
御
書
」
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
　
「
有
司
」
た
ち
の
強
制
力
（
「
是
を
制
す
る
」
力
）
は
、
専
ら
藩
主
の
上
意
の
機
能
に
拠
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
心
部
是
を
制
す
る
不
能
」
と
記
さ
れ
た
「
心
部
」
は
、
直
訴
な
表
現
が
避
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
　
「
有
司
」
た
ち
が

依
拠
し
た
藩
主
の
上
意
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
藩
主
の
上
意
を
中
心
と
す
る
長
州
藩
の
権
力
の
中

枢
部
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
右
の
「
心
部
」
論
i
木
戸
の
君
主
論
で
あ
る
可
能
性
が
多
い
一
、
す
な
わ
ち
、
　
「
心
部
」
の
弱
体
に
つ
い
て
の
客
観
的

把
握
は
、
　
「
一
朝
一
夕
の
事
に
あ
ら
ず
、
実
に
千
載
之
遺
恨
也
」
と
い
う
歴
史
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
　
「
有
司
」
た
ち
の
あ
る
覚
醒
で
あ
る

　
　
⑭

と
思
う
。
そ
れ
故
に
、
木
戸
は
、
前
引
の
文
章
に
続
け
て
、

　
　
…
…
弟
等
、
鮭
鱒
心
の
み
を
相
尽
し
、
撃
て
休
之
外
更
に
無
策
、
何
卒
老
兄
に
も
現
世
の
至
愚
と
な
り
、
現
世
之
柔
弱
と
な
り
、
現
世
之
憶
病
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
千
載
に
不
相
恥
之
心
を
以
今
日
の
弊
を
御
矯
め
被
成
候
様
…
…

と
語
る
の
で
あ
る
。
文
中
の
老
兄
は
、
木
戸
の
後
輩
の
伊
藤
俊
輔
（
博
文
）
で
あ
り
、
世
人
か
ら
「
至
愚
」
、
「
柔
弱
」
、
「
憶
病
」
と
言
わ
れ
よ
う

と
も
、
と
い
う
文
意
に
は
、
　
「
有
司
」
の
孤
立
感
と
変
幻
自
在
の
政
治
策
略
へ
の
傾
斜
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
か
っ
て
「
有

司
」
の
専
制
の
実
体
は
、
藩
主
の
親
政
の
形
式
の
後
衛
を
な
し
て
い
た
。
慶
応
期
の
「
有
司
」
が
、
親
政
の
形
式
を
否
定
し
た
訳
で
な
い
こ
と

は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
心
部
」
が
弱
体
だ
と
い
う
政
治
認
識
の
覚
醒
が
、
　
「
有
司
」
た
ち
を
支
配
階
級
の
前
衛
へ
と
転

進
さ
せ
、
　
「
発
て
休
」
む
荷
な
い
よ
う
な
、
　
「
其
心
の
み
を
相
尽
し
」
と
い
う
最
大
限
の
政
治
的
錬
磨
の
主
体
的
な
発
揮
へ
と
向
わ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
周
布
も
、
自
刃
の
際
に
、
同
志
に
宛
て
た
遺
書
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
…
…
天
性
殺
気
乏
敷
者
に
て
は
、
何
共
致
方
無
之
、
且
仏
者
之
因
縁
と
申
気
味
か
、
所
詮
支
え
ら
れ
、
愚
意
を
得
果
し
不
申
、
終
身
之
遺
憾
三
才
と
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
考
、
粒
食
不
下
咽
喉
心
事
、
思
召
分
可
被
下
候
也

46　（644）



署事ヌミにおける御前会議と「有司」　（井上）

　
「
仏
者
之
因
縁
と
申
気
味
か
」
と
は
、
周
布
が
、
か
っ
て
処
罪
し
た
俗
論
派
に
逆
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
　
「
所
詮
支
え

ら
れ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
周
布
は
、
　
「
愚
意
」
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
　
「
終
身
之
遺
憾
」
の
う
ち
に
自
刃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

「
天
性
殺
気
蓮
葉
者
に
て
は
何
共
致
方
無
之
」
と
い
う
の
が
、
最
終
的
な
自
己
批
判
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
周
布
に
は
、
彼
の
表
現
す
る
と
こ
ろ

の
「
殺
気
」
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
木
芦
の
言
う
「
其
心
の
み
を
相
尽
し
、
発
て
休
」
も
、
周
布
の
い
う
「
殺
気
」
も
、
い
ず
れ
も
「
心
部
是
を
制
す
る
不
能
」
と
い
う
客
観
的

判
断
が
必
然
化
し
た
、
　
「
有
司
」
た
ち
の
主
体
的
、
か
つ
峻
厳
な
権
力
へ
の
志
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
、
慶
応
期
、
討
幕
派
長

州
藩
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
前
と
同
じ
く
「
形
式
と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
が
構
築
さ
れ
た
と
は
言
え
、
木
戸
ら
の
「
有
司
」
主
導
の
性
格
が

明
瞭
に
表
面
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
「
有
司
」
の
専
制
の
実
体
が
露
わ
に
な
る
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
　
「
有
司
」
主
導
が
明
瞭
に
な
り
、

木
戸
ら
が
前
面
に
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
、
実
は
、
藩
主
の
親
政
の
形
式
が
希
薄
と
な
り
、
前
述
の
よ
う
に
も
と
も
と
矛
盾
を
持
っ
て
い
た
「
形
式

と
し
て
の
親
政
の
体
制
」
は
、
形
式
を
喪
失
し
、
破
綻
を
深
め
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
藩
体
綱
の
絶
対
主
義
化
の
完
結
は
、
困
難
を
一
層
深

め
る
の
で
あ
り
、
長
州
藩
の
「
有
司
」
は
、
日
本
の
有
司
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

③
　
　
『
士
口
川
経
幹
周
旋
記
』
　
一
　
四
［
七
六
百
ハ
。

②
同
右
四
七
四
頁
。

③
　
山
口
県
教
育
会
編
『
村
田
清
風
全
集
』
上
　
一
九
六
一
年
　
「
病
翁
宇
波
言
」

　
一
二
山
ハ
八
百
ハ
σ

④
　
同
右
　
一
八
七
頁
。

⑤
同
右
一
八
七
頁
、
一
一
三
頁
。

⑥
同
右
一
三
七
－
五
二
頁
、
一
六
七
－
八
二
頁
。

⑦
　
岡
右
　
下
巻
嘉
永
五
年
六
月
二
五
日
　
村
田
次
郎
三
郎
（
嫡
子
）
貰
下
状

　
四
＝
責
。

⑧
「
海
防
事
』
同
右
嗣
四
頁
。

⑨
水
林
彪
「
近
世
の
法
と
圏
制
研
究
序
説
－
紀
州
を
素
材
と
し
て
一
」
二

　
「
国
家
学
雑
会
誌
」
　
九
〇
1
五
・
六
号

⑩
『
村
田
清
風
全
集
』
上
一
＝
ニ
ー
四
頁
。

⑭
　
同
右
　
　
一
四
頁
。

⑫
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
三
の
上
　
三
九
二
頁
。

⑬
　
た
だ
し
、
長
州
藩
の
代
表
的
人
物
、
村
田
に
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
保

　
改
草
時
、
九
一
石
で
、
改
革
の
功
に
よ
り
、
よ
う
や
く
一
六
一
石
に
昇
進
し
た
事

　
実
が
注
昌
さ
れ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
紀
州
藩
で
は
「
三
拍
子
」
と
称
し
、
奥

　
右
筆
に
就
い
た
も
の
は
、
十
日
年
の
う
ち
に
六
〇
〇
石
か
ら
七
〇
〇
石
に
昇
っ
た

　
と
い
う
（
水
林
前
掲
論
文
）
。
　
近
世
後
期
の
長
州
藩
で
は
、
同
じ
能
吏
が
実
権
を

　
握
っ
た
が
、
こ
う
い
う
禄
高
の
昇
進
コ
…
ス
は
な
か
っ
た
。

⑭
　
　
兜
村
田
清
風
全
集
』
上
　
ゴ
　
1
四
八
頁
、
　
「
村
田
清
風
年
譜
」
。
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⑮
『
修
訂
防
長
回
天
史
隔
一

⑯
『
周
布
政
之
幼
転
』
上

　
年
譜
」
。

五
九
一
六
〇
…
貝
。

一
…
八
八
頁
、
下

一
一
八
○
頁
、
　
「
周
布
政
之
助

⑰
『
松
菊
木
戸
公
伝
』
上
一
九
二
七
年
、
「
木
戸
孝
允
年
譜
」
。

⑱
萩
郷
土
文
化
研
究
会
『
萩
藩
分
限
帳
（
改
訂
版
）
』
一
九
七
九
年
。

⑲
　
田
中
彰
『
幕
末
の
藩
政
改
炉
堪
隠
　
一
三
八
頁
。

⑳
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
㎝
ゴ
…
三
七
…
四
二
頁
。

⑳
　
注
⑱
に
嗣
じ
。

＠
　

『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
一
巻
　
大
n
軍
旗
瞬
店
　

「
ヘ
ー
ゲ
ル
悶
法
恥
醐

　
批
判
」
　
二
八
ゴ
　
頁
。

＠
　
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
下
　
文
久
三
年
二
月
一
〇
臼
　
周
布
政
之
助
書
状
　
三
七

　
七
頁
。

⑳
　
田
中
『
明
〃
治
維
新
政
治
中
層
耕
究
』
　
識
H
電
線
岡
店
　
　
一
九
六
五
年
　
二
一
一
二
一
二

　
九
頁
、
芝
原
前
掲
書
　
二
八
二
t
九
〇
頁
。

⑳
　
『
東
行
先
生
遣
文
』
　
一
九
一
六
年
　
一
〇
月
三
〇
日
父
宛
書
状
　
一
二
三

　
頁
。

⑳
『
周
布
政
之
助
伝
』
下
七
四
七
頁
。

⑳
絶
対
主
義
官
僚
の
復
古
性
は
、
西
欧
で
も
同
じ
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
ヘ
ー

　
ゲ
ル
圏
法
論
批
判
」
で
「
中
億
的
な
意
味
で
の
身
分
は
も
は
や
官
僚
制
そ
の
も
の

　
一
…
こ
こ
で
は
布
民
的
立
場
と
政
治
的
立
場
は
直
接
に
岡
一
で
あ
る
一
の
内
部

　
に
し
か
残
ら
な
か
っ
た
」
　
（
『
全
集
』
一
巻
　
三
二
〇
買
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
一
　
安
政
二
年
一
一
月
一
八
濤
吉
田
松
陰
宛
書
状
　
二

　
二
頁
。

㊥
　
同
右
　
安
政
元
年
　
一
二
頁
。

⑳
　
　
「
年
度
別
書
翰
集
」
5
　
安
政
五
年
七
月
。

⑳
　
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
四
の
上
　
五
八
頁
。

　
　
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
㎝
　
四
九
一
頁
。

⑳
　
同
右
　
四
七
四
－
五
頁
。

⑭
　
同
⊥
石
　
　
四
七
山
バ
ー
七
百
ハ
。

⑮
　
村
上
淳
一
『
近
代
法
の
形
成
』
岩
波
書
店
　
一
九
七
九
年
　
四
〇
頁
、
　
「
ビ
ス

　
マ
ル
ク
的
思
考
」
を
示
す
有
名
な
成
句
。

⑳
　
前
掲
『
史
談
会
速
記
録
』
　
第
二
八
輯
　
二
三
九
、
二
五
七
頁
。

⑰
　
　
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
』
一
　
四
七
四
頁
。

⑳
　
ブ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
「
朕
は
国
家
な
り
」
　
前
掲
『
伝
統
社
会
と
近
代

　
国
家
』
所
収
。

⑳
　

『
修
訂
防
長
回
天
史
』
二
　
竺
三
八
頁
。

⑳
　
同
右
　
三
の
上
　
三
八
六
頁
。

⑩
　
同
右
　
五
の
上
　
八
○
一
＝
貝
。

⑫
　
家
臣
宛
の
論
書
で
も
「
有
司
の
登
用
其
人
を
得
ざ
る
に
依
て
」
、
「
我
等
（
藩
主

　
個
人
）
不
徳
不
明
」
が
「
仰
望
公
（
元
就
）
世
外
の
先
霊
に
謝
」
さ
れ
た
。
同
右

　
八
三
頁
。

⑬
　
ト
レ
ル
チ
「
啓
蒙
日
義
」
内
田
芳
開
訳
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
・
革
』
岩
波

　
文
庫
　
一
九
五
九
年
九
六
頁
。

⑧
　
前
掲
　
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
論
文
　
一
鳳
〇
六
－
七
頁
。

⑯
　
同
右
　
三
一
〇
1
一
頁
。

⑯
　
同
製
　
三
一
四
頁
。

⑰
同
素
　
三
～
六
頁
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
力
…
ル
・
オ
イ
ゲ
ン
は
、
　
「
何
が

　
祖
國
か
、
祖
国
と
は
余
の
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

⑯
敬
親
は
、
藩
主
の
父
、
百
日
の
長
子
で
あ
る
。

⑲
　
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
八
、
慶
応
元
年
五
月
　
二
三
一
四
頁
、
長
藩
行
政
、
軍
政

　
の
改
革
に
関
す
る
建
言
書
。

⑳
岡
右
　
二
慶
応
二
年
五
月
二
日
尊
爵
　
一
八
四
…
五
頁
。

⑳
　

『
修
訂
防
長
回
天
史
』
五
の
下
　
三
五
六
頁
。

⑫
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』
二
　
慶
応
三
年
一
二
月
二
七
日
　
伊
藤
俊
輔
宛
　
三
五
二

48　（646）



　
頁
。

翻
　
『
東
行
先
生
遺
文
』
　
一
三
囲
頁
。

＠
　
近
世
の
藩
主
の
強
さ
は
、
藩
の
社
程
レ
ベ
ル
の
政
治
選
択
の
余
地
が
な
か
っ
た

　
こ
と
、
幕
府
が
政
治
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
が
あ
り
、
開
港
に
よ
る
幕
府

　
の
衰
退
は
、
藩
主
の
上
意
の
弱
さ
を
暴
露
さ
せ
る
と
考
え
る
。

　
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

⑮
注
＠
に
同
じ
。

⑭
　
『
周
布
政
之
助
伝
』
下
七
四
五
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て

お
　
わ
　
り
　
に

幕宋における御前会議と「有司」　（井上）

　
以
上
、
安
政
改
革
以
後
の
長
州
藩
の
政
治
過
程
の
検
討
に
よ
っ
て
、
幕
末
期
形
成
過
程
の
絶
対
主
義
権
力
と
、
幕
藩
領
主
権
力
と
の
連
続
の

問
題
、
お
よ
び
絶
対
主
義
の
日
本
的
特
質
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
藩
体
制
の
絶
対
主
義
化
は
、
御
前
会
議
に
お
い
て
、
実
体
と
し
て
の
「
有
司
」
の
専
制
、
形
式
と
し
て
の
藩
主
の
親
政
と
い
う
独
特
の
複
合

し
た
構
造
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
稿
は
、
こ
れ
を
「
日
本
的
な
親
政
の
体
制
」
と
呼
ん
だ
。
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、
明
治
絶
対
主
義

権
力
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
有
司
専
制
や
天
皇
の
御
前
会
議
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
幕
末
の
「
有
司
」
の
専
制
や
、
藩
主
の
御
前
会

議
を
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
両
者
の
連
続
と
断
絶
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と

す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
、
文
久
二
年
の
御
前
会
議
に
お
い
て
、
政
治
的
賭
と
し
て
選
択
さ
れ
た
尊
爆
管
路
線
に
お
け
る
天
皇
や
朝
廷
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
本
稿
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
も
の
の
、
後
の
課
題
に
残
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
遭
大
学
文
学
部
助
教
授
　
札
幌
市
北
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Go2en－feaigi御前会議and　Yabshi有司
　　　　　at　the　end’　6f’Yedo　Period

by

Katsuo　lnoue

　　This　article．shows　how．the　absolutism　of　Han藩system　’made　pro．

gress，　．　how・　developed・the　struggles　for　powers．，　the　promotors　and　the

power　structure　as　the　center　of　getting’absolutistic　in　case　of　Cho－shti－

han長州藩The　examination　will　throw董jgh‡．on　the　prob工em　of　con－

tinuity　from　Bakuhantaisei’幕藩体制to　the　absolutism　on　th．e　progress

and　the　Japanese　character　of　the　absolutism．

　　Han　system　of　Ch6sha－han　got　absolutistic　with　the　reform　of　Han

government．　The　center　of　tl？e　reform　is　Gozen－feaigi－the　assembly

in　front　of　the　seigneur，　which　already　exlsted．　lt　became　extensive

and　intensive　as　Kikaleu規格（0観θ掟）一rule．　The　policies　decided

in　Gogen－leaigi　were　forced　to砺％3玩藩士members　of　Han，　as　the　will

of　the　seigエ1eur　himself．　First，　in　spite　of　the　opposition　of　conserva．

tive　subj　ects，　the　army　of　western　style　．w．　as　set　up．

　　Soon　Go2θ％一泊686　came　to　Reglect　the　iエ1tention　of　the　majority　of

Hanshi．　lt　decided　policles　independently　and　enforced　them．　For

eXample，　in！862．rthe．　second　year　of．8％旧知文久，　Go2en－leaigi　decided

繊epτinciple　Qf．．　So勉δジ。♂尊王撰夷aga圭nst　even　the　inner　members　of

government．　．Natu．rql！y　．the一　prQte．st　was　so　hard　・that　the　government

got．・into　・trouble，，　T，Q一　oppres＄．　the　opposltion，’　in　1863，　Masanosufee・Sufu

周布政之助，Takaツqshi．．邸4ρ．．木戸孝ims，・　，　and　Shifzsaleu．Takasugi高杉晋作

made．　e．　sse．ntial　reforms，・・　such　as　the．・unlfication・　of．．the　gQvernment・

which，　hqd．been　divided　in．Yedo　and　Hagi．　・Gozen－kaigi　was　going　up

to：S吻’idδ政事：堂Where　tlle　s母圭gneur．．　was　ordinarilly　present．．

　　It　wa＄　practical　Qthcials　tkat　perforrned　the　task．　．　Among　them　some

were　at　the　po＄t　Called、　Yuhitsu右筆（later　Seimuzayaku政務座役）．The

o茄ciaエs，　who　had　been．called　Yushi　from　the　age．．　ofi．π勿δ天保（1830

r43）held　real．．　power　in　the　administratioエ10f．　Han．；One　of　the．．1呈nes

of．Ytishi　waS．from　Seifti．Murata村田清風，　the．　leader　of　the　reform　in

age　o．f　Tempb，．　to　Sblfu．and　Kido．　Each　of　them　experienced　in　Ydihitsza
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and　then　promoted　to　handle　Goaen－haigi，　advancing　the　absolutisrn　of

Han　government．

　　The　absolutism　of　Han　system　had　unique　and　complicated　structure．

It　was　formally　governed　by　the　suzerain　himself　but　practically　rna－

naged　exclusively　by　Yashi．　lt　is．regarded　as　the　system　of　gover－

nance　by　tke　suzerain，　which　is　characteristic　of　Japan．　Up　to　the　age

of　Bunfeyti　（1861－63）　the　formality　of　direct　rule　by　the　suzerain　was

remarkable　and　Ydishi’s　aucracy　was　back．　But　the　protest　of　the

opposition　members　betrayed　the　weakness　of　the　seigneur．　At　the

age　of飽葡慶応（1865－68），　substantial　autocracy　by　y伽海came　to七he

front．　lt　means　that　the　formality　was　getting　more　tenUous．　The

absOlutism　of　Han　’system　which　began　with　’the　form　Of’　dlrect　rule

by　the　seigneur　could　not　but　break　down．’On　the　other　hand，　Ydishi

of　Cho－sha－han　wouid’be　no　other　than　Ydishi　Of　Japan．

A　Study　to　the　local　administration　of　the

　　　　　　　Tran陳dynasty　in　Vietnam

by

Shiro　Momoki

　　It　is　said，　in　general，　the　lo路system　at　Vietnam　went　on　frorn　the

Ly李dynasty　age．　In　fact，　however，　the　system　had　llever．functi6ned

till　early　in　the　lル伽dynasty　age，　when　probably　phu府，　chau州and

so　on　were　Used　as　an　unit　of　the　local　administration．　After　1242，　it

seemed，　l　the　system　really　did，　for　in　An－nam　ehi　luoc．il野南四四』（late

the　thirteenth　century　？）　we　can　find　lo　as・a　name　of　the　suprem　d1s－

trict．　Later，　as　such　a　system　we就on　being　accomplished，　another

district　tran鎮appeared　and，．eventually，　the　lo　system　remained　only

at　the　E碗g　Ha紅河delta；while　the　trall　system　remained　at　mou鍛一

tainous　districts　and　the　South．・（from　the・　great　reformation　1397　to

the　elld　of　the　Ho胡dynasty）．　Thus　however　systematized　the　local

district，　the　old－nonsystematic　’trends　rema2ned　throughout　the　Tran

dynasty　age．　Therefor　it　was　at　late　the　Tran　age　as　early　as　poSsible，

or　probably　at　the　Z，e黎dynasty　age　that、the　syst6m　was　completed
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